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「
請
旨
即
行
正
法
」
考
―
―
清
代
乾
隆
・
嘉
慶
期
に
お
け
る
死
刑
裁
判
制
度
の
一
考
察
―
―
鈴
木
秀
光
目
次
は
じ
め
に
第
一
章
請
旨
即
行
正
法
の
展
開
第
一
節
乾
隆
期
―
―
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
お
け
る
「
即
行
正
法
」
―
―
第
二
節
嘉
慶
期
以
降
―
―
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
の
「
請
旨
即
行
正
法
」
―
―
第
二
章
皇
帝
の
対
応
―
―
監
候
相
当
案
件
を
例
に
―
―
第
一
節
乾
隆
帝
第
二
節
嘉
慶
帝
お
わ
り
に
1
は
じ
め
に
清
代
中
国
の
刑
事
裁
判
制
度
で
は
、
犯
罪
者
に
死
刑
を
科
す
場
合
、
官
僚
制
末
端
の
州
・
県
か
ら
順
次
審
理
を
繰
り
返
し
て
、
省
の
長
官
で
あ
る
督
撫
（
総
督
・
巡
撫
）
が
皇
帝
に
上
奏
し
、
刑
部
ま
た
は
三
法
司
の
審
理
を
経
た
上
で
、
最
終
的
に
皇
帝
が
裁
可
し
た
（
１
）
。
こ
の
一
連
の
手
続
に
お
い
て
官
僚
制
の
各
階
層
は
、
判
決
原
案
と
し
て
科
す
べ
き
刑
罰
を
提
示
す
る
「
定
擬
」
が
求
め
ら
れ
た
。
史
料
に
お
い
て
定
擬
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
（
２
）
。
ま
さ
に
「
子
が
父
母
を
過
失
殺
し
た
場
合
は
絞
立
決
に
定
擬
す
る
」
の
条
例
に
依
り
、
ま
さ
に
絞
立
決
に
定
擬
す
る
。
〔
合
依
「
子
過
失
殺
父
母
、
擬
絞
立
決
」
例
、
応
擬
絞
立
決
。〕
こ
れ
は
刑
律
人
命
「
戲
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
」
律
の
条
例
に
よ
り
絞
立
決
と
定
擬
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
擬
で
は
、
ま
ず
何
か
し
ら
の
準
拠
す
べ
き
律
例
を
提
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
科
す
べ
き
刑
罰
を
提
示
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
史
料
上
、
律
例
へ
の
準
拠
を
明
示
す
る
語
と
し
て
は
上
記
の
「
依
」
の
ほ
か
「
照
」
や
「
按
」
な
ど
も
用
い
ら
れ
る
が
、
律
例
自
体
は
ど
の
条
文
で
あ
る
か
を
判
別
で
き
る
程
度
ま
で
節
略
さ
れ
、
全
文
す
べ
て
を
正
確
に
引
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
（
３
）
。
ま
た
科
す
べ
き
刑
罰
は
一
般
に
「
擬
」
と
い
う
語
で
提
示
さ
れ
る
（
４
）
。
律
例
に
規
定
さ
れ
る
死
刑
は
、
執
行
方
法
に
よ
る
区
分
と
し
て
「
凌
遅
処
死
」・「
斬
」・「
絞
」
が
存
在
す
る
ほ
か
、
手
続
的
区
分
と
し
て
、
皇
帝
が
裁
可
し
た
後
に
直
ち
に
死
刑
を
執
行
す
る
「
立
決
」
と
、
皇
帝
が
裁
可
し
た
後
、
秋
審
に
お
い
て
再
度
執
行
す
る
か
否
2
か
の
再
審
査
を
行
う
「
監
候
」
と
が
存
在
し
た
（
５
）
。
こ
の
う
ち
凌
遅
処
死
は
す
べ
て
即
時
執
行
と
な
る
た
め
、
立
決
と
監
候
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
執
行
方
法
と
手
続
の
区
分
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
律
例
に
は
「
凌
遅
処
死
」・「
斬
立
決
」・「
斬
監
候
」・「
絞
立
決
」・「
絞
監
候
」
の
五
種
類
の
死
刑
が
規
定
さ
れ
て
い
た
（
６
）
。
そ
し
て
刑
事
裁
判
に
お
い
て
官
僚
は
、
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
（
官
僚
が
）
罪
を
断
ず
る
に
は
み
な
す
べ
か
ら
く
具
さ
に
律
例
を
引
く
べ
し
。
違
う
場
合
は
（
具
さ
に
引
か
ざ
る
が
如
き
は
）
笞
三
十
と
す
る
。
〔
凡
（
官
司
）
断
罪
皆
須
具
引
律
例
、
違
者
（
如
不
具
引
）
笞
三
十
。〕
と
あ
る
よ
う
に
（
７
）
、
律
例
に
準
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
他
方
、
皇
帝
は
手
続
的
に
も
実
体
的
に
も
制
度
に
縛
ら
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
官
僚
が
成
文
法
に
準
拠
し
て
上
奏
す
る
判
決
原
案
を
自
由
な
立
場
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
清
代
に
お
い
て
皇
帝
が
日
常
的
に
下
す
命
令
は
一
般
に
「
諭
旨
」
と
総
称
さ
れ
る
。
し
か
し
厳
密
に
は
「
諭
」
と
「
旨
」
に
区
別
が
あ
り
、
前
者
は
皇
帝
が
主
体
的
に
命
令
を
下
す
際
に
用
い
ら
れ
、
後
者
は
臣
下
が
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
行
う
奏
請
に
対
し
て
皇
帝
が
何
か
し
ら
の
命
令
を
下
す
際
に
用
い
ら
れ
る
（
８
）
。
そ
し
て
死
刑
の
場
合
、
ま
ず
各
省
の
督
撫
が
定
擬
を
し
て
上
奏
し
、
皇
帝
は
通
常
そ
れ
を
刑
部
ま
た
は
三
法
司
に
下
げ
渡
し
て
検
討
さ
せ
、
そ
の
検
討
結
果
の
上
奏
を
受
け
て
死
刑
を
執
行
す
る
か
否
か
の
最
終
的
な
判
断
を
下
す
。
つ
ま
り
督
撫
に
せ
よ
刑
部
あ
る
い
は
三
法
司
に
せ
よ
、
こ
こ
で
の
上
奏
は
犯
罪
者
の
死
刑
を
奏
請
す
る
こ
と
で
あ
り
、
皇
帝
は
そ
れ
に
対
し
て
旨
を
下
し
て
死
刑
を
執
行
す
る
か
否
か
を
指
示
す
る
。
こ
れ
を
臣
下
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
奏
請
と
は
す
な
わ
ち
旨
を
請
う
こ
と
（＝
請
旨
）
で
あ
り
、
そ
の
旨
の
内
容
が
死
刑
の
執
行
命
令
と
な
る
。
ま
た
定
擬
内
容
が
立
決
で
あ
れ
ば
、
皇
帝
か
ら
下
さ
れ
る
旨
は
「
某
々
著
即
処
斬
」
な
ど
と
な
り
、「
即
」
な
ど
何
か
し
ら
即
時
性
を
示
す
語
が
付
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
臣
下
が
立
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決
に
定
擬
を
し
て
上
奏
す
る
こ
と
は
、
皇
帝
に
対
し
て
直
ち
に
（＝
即
行
）
死
刑
に
す
る
こ
と
（＝
正
法
（
９
）
）
を
命
じ
る
旨
を
請
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
請
旨
即
行
正
法
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
請
旨
即
行
正
法
は
そ
の
字
義
と
し
て
臣
下
か
ら
見
て
立
決
と
定
擬
し
て
上
奏
す
る
手
続
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
史
料
上
、
こ
の
語
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
義
と
な
る
「
奏
請
即
行
正
法
（
１０
）
」・「
請
旨
即
行
処
決
（
１１
）
」・「
請
即
正
法
（
１２
）
」
な
ど
の
用
例
が
確
認
で
き
る
の
は
、
管
見
の
限
り
乾
隆
期
以
降
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
の
表
現
は
、
史
料
原
文
を
除
き
「
請
旨
即
行
正
法
」
に
統
一
す
る
）。
し
か
も
そ
の
用
例
の
広
が
り
を
見
る
と
、
単
に
立
決
と
定
擬
さ
れ
る
案
件
の
み
な
ら
ず
、
監
候
と
定
擬
す
る
案
件
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
し
、
そ
れ
が
裁
可
さ
れ
た
事
例
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
乾
隆
三
十
二﹇
一
七
六
七
﹈
年
の
甘
粛
省
に
お
け
る
窃
盗
集
団
の
元
締
め
を
処
罰
す
る
案
件
で
、
陝
甘
総
督
は
、
た
だ
査
す
る
に
、
甘
粛
省
の
回
民
が
、
賊
を
匿
い
盗
に
出
で
、
そ
の
場
で
贓
物
を
分
配
す
る
こ
と
は
、
群
れ
を
な
し
て
互
い
に
悪
事
を
真
似
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
厳
し
く
懲
罰
を
加
え
な
け
れ
ば
、
戒
め
を
示
す
こ
と
に
な
ら
な
い
。
蘇
爾
寧
は
、
ま
さ
に
「
窃
盗
の
窩
主
に
し
て
、
窃
盗
に
行
か
ず
、
贓
物
の
分
配
を
得
た
場
合
は
、
首
犯
と
し
て
論
ず
る
」、「
窃
盗
の
首
犯
に
し
て
、
贓
物
の
百
二
十
両
以
上
」
に
照
ら
し
て
絞
監
候
に
定
擬
し
、
ま
さ
に
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
但
査
、
甘
省
回
民
之
窩
賊
出
窃
坐
地
分
贓
、
羣
相
效
尤
。
若
不
厳
加
懲
創
、
無
以
示
。
蘇
爾
寧
、
応
照「
窃
盗
窩
主
、
不
行
、
分
贓
、
為
首
論
」、「
窃
盗
為
首
、
贓
至
一
百
二
十
両
以
上
者
」
擬
絞
、
応
請
旨
即
行
処
決
。〕
と
、
刑
律
賊
盗
「
盗
賊
窩
主
」
律
の
律
文
お
よ
び
刑
律
賊
盗
「
窃
盗
」
律
の
律
文
（
１３
）
に
よ
り
絞
監
候
と
定
擬
し
て
、
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
た
（
１４
）
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
三
法
司
か
ら
の
検
討
結
果
の
上
奏
を
受
け
た
皇
帝
は
、「
蘇
爾
寧
は
直
ち
に
絞
に
処
す
る
こ
と
を
4
命
じ
る
。
…
余
は
議
に
依
れ
〔
蘇
爾
寧
、
著
即
処
絞
。
…
余
依
議
〕」
と
い
う
旨
を
下
し
て
い
る
（
１５
）
。
こ
の
事
例
で
陝
甘
総
督
は
、
蘇
爾
寧
を
律
例
に
よ
り
絞
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
、
厳
罰
の
必
要
性
か
ら
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
た
。
そ
の
結
果
、
皇
帝
か
ら
絞
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
が
下
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
と
は
、
絞
監
候
と
定
擬
し
た
も
の
に
つ
い
て
そ
れ
を
即
時
執
行
す
る
、
す
な
わ
ち
絞
立
決
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
手
続
と
な
る
。
本
稿
は
、
先
行
研
究
で
未
だ
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
乾
隆
中
期
か
ら
嘉
慶
期
に
お
け
る
歴
史
的
展
開
を
個
別
事
例
に
即
し
て
辿
り
つ
つ
、
そ
の
内
容
や
司
法
制
度
上
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
１６
）
。
以
下
、
第
一
章
で
は
請
旨
即
行
正
法
の
歴
史
的
展
開
を
検
討
す
る
。
第
一
節
で
は
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
に
関
す
る
案
件
処
理
の
事
例
や
立
法
の
事
例
を
紹
介
し
、
こ
の
時
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
な
お
官
僚
が
皇
帝
の
裁
可
を
仰
ぐ
「
請
旨
」
行
為
一
般
の
中
に
還
元
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
嘉
慶
期
以
降
の
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
案
件
処
理
の
事
例
や
立
法
の
事
例
を
紹
介
し
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
単
な
る
「
請
旨
」
行
為
の
一
つ
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
清
代
刑
事
裁
判
制
度
上
の
一
手
続
と
し
て
の
内
実
を
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
乾
隆
お
よ
び
嘉
慶
以
降
の
両
時
期
で
そ
の
用
例
が
確
認
で
き
る
監
候
相
当
案
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
、
乾
隆
帝
と
嘉
慶
帝
の
対
応
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
請
旨
即
行
正
法
が
両
時
期
に
お
い
て
手
続
的
に
異
な
る
内
実
を
有
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
探
る
。
第
一
節
で
は
乾
隆
帝
の
対
応
を
、
第
二
節
で
は
嘉
慶
帝
の
対
応
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。
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第
一
章
請
旨
即
行
正
法
の
展
開
第
一
節
乾
隆
期
―
―
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
お
け
る
「
即
行
正
法
」
―
―
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
律
例
が
定
め
る
立
決
と
は
死
刑
の
即
時
執
行
を
意
味
し
、
そ
れ
は
手
続
的
に
督
撫
な
い
し
三
法
司
が
皇
帝
に
奏
請
し
て
、
皇
帝
が
裁
可
す
る
と
い
う
形
式
を
採
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て
請
旨
即
行
正
法
は
、
そ
の
字
義
と
し
て
は
立
決
で
行
わ
れ
る
手
続
を
意
味
す
る
が
、
立
決
自
体
は
清
初
か
ら
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
史
料
上
そ
の
語
が
確
認
で
き
る
の
は
管
見
の
限
り
乾
隆
期
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
死
刑
裁
判
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
手
続
の
類
型
に
お
い
て
そ
の
用
例
が
確
認
で
き
る
か
。
ま
ず
一
つ
目
の
類
型
と
し
て
、
官
僚
が
死
刑
を
奏
請
す
る
際
に
立
決
と
定
擬
す
る
事
例
に
お
い
て
そ
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
手
続
的
に
さ
ら
に
三
つ
の
形
態
に
分
か
れ
る
。
第
一
に
、
通
常
の
刑
事
裁
判
と
同
様
に
、
律
例
に
準
拠
し
て
立
決
と
定
擬
す
る
形
態
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
実
父
を
過
失
殺
し
た
乾
隆
四
十
二
﹇
一
七
七
七
﹈
年
の
湖
南
省
の
案
件
で
、
湖
南
巡
撫
は
、
譚
細
保
は
、
ま
さ
に
「
子
が
父
母
を
過
失
殺
し
た
場
合
は
絞
立
決
に
定
擬
す
る
」
の
例
に
依
り
、
ま
さ
に
絞
立
決
に
定
擬
し
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
譚
細
保
、
合
依
「
子
過
失
殺
父
母
、
擬
絞
立
決
」
例
、
応
擬
絞
立
決
、
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
あ
る
よ
う
に
、
刑
律
人
命
「
戲
殺
誤
殺
過
失
殺
傷
人
」
律
の
条
例
に
よ
り
絞
立
決
と
定
擬
し
、
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
た
（
１７
）
。
6
そ
し
て
刑
部
か
ら
検
討
結
果
の
上
奏
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
、「
譚
細
保
は
、
直
ち
に
絞
に
処
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
そ
の
他
は
議
に
依
れ
〔
譚
細
保
、
著
即
処
絞
。
余
依
議
〕」
と
、
絞
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
を
下
し
て
い
る
（
１８
）
。
第
二
に
「
比
附
」
の
形
態
が
挙
げ
ら
れ
る
。
比
附
と
は
、
犯
罪
行
為
に
適
合
す
る
律
例
が
存
在
し
な
い
場
合
や
律
例
で
定
め
る
刑
罰
を
適
用
す
る
と
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
失
す
る
場
合
、
類
似
の
律
を
適
用
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
基
準
に
加
等
減
等
を
し
て
定
擬
し
、
皇
帝
に
上
奏
し
て
そ
の
裁
可
を
仰
ぐ
と
い
う
手
続
で
あ
る
（
１９
）
。
比
附
は
、
律
例
に
そ
れ
を
規
定
す
る
条
文
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
官
僚
の
義
務
と
し
て
存
在
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
例
え
ば
乾
隆
二
十
九
﹇
一
七
六
四
﹈
年
の
江
西
省
で
発
生
し
た
、
山
間
部
に
籠
っ
て
召
喚
に
応
ぜ
ず
武
装
し
て
抵
抗
し
差
役
を
負
傷
さ
せ
た
事
件
で
、
江
西
巡
撫
は
、
張
嘉
隆
は
ま
さ
に
「
山
沢
に
逃
避
し
て
追
喚
に
服
せ
ざ
る
場
合
は
、『
叛
を
謀
る
も
未
だ
行
わ
ず
』
を
以
っ
て
論
ず
」、「
首
犯
で
あ
れ
ば
絞
と
す
る
」
の
律
に
比
附
し
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
張
嘉
隆
、
応
比
照
「
逃
避
山
沢
不
服
追
喚
者
、
以
『
謀
叛
未
行
』
論
」、「
為
首
者
絞
」
律
、
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
、
刑
律
賊
盗
「
謀
叛
」
律
の
律
文
に
比
附
し
て
絞
立
決
（
２０
）
と
定
擬
し
、
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
た
（
２１
）
。
そ
し
て
三
法
司
か
ら
の
検
討
結
果
の
上
奏
を
受
け
た
乾
隆
帝
は
、「
張
嘉
隆
は
、
直
ち
に
斬
に
処
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
…
そ
の
他
は
議
に
依
れ
〔
張
嘉
隆
、
著
即
処
斬
。
…
余
依
議
。〕」
と
、
斬
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
を
下
し
て
い
る
（
２２
）
。
第
三
に
、「
従
重
」
の
形
態
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
重
に
つ
い
て
中
国
近
現
代
に
お
け
る
処
罰
規
定
等
を
検
討
し
た
高
見
澤
磨
氏
に
よ
る
と
、

法
定
刑
よ
り
重
く
処
罰
、

法
定
刑
上
限
一
杯
で
処
罰
、

法
定
刑
の
平
均
よ
り
上
で
処
罰
、

重
め
に
罰
す
る
と
い
う
脅
し
と
い
う
四
つ
の
考
え
方
が
あ
り
得
る
と
す
る
（
２３
）
。
周
知
の
よ
う
に
律
例
は
量
刑
の
幅
を
設
け
な
い
形
で
立
法
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
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清
代
に
お
い
て
上
記
分
類
の

と

は
原
理
的
に
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
清
代
の
従
重
が

の
威
嚇
的
表
現
に
止
ま
ら
ず
何
ら
か
の
手
続
的
内
容
を
含
み
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

の
法
定
刑
よ
り
重
く
処
罰
す
る
と
い
う
内
容
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
律
例
へ
の
準
拠
や
比
附
は
い
ず
れ
も
官
僚
の
義
務
と
理
解
で
き
る
が
、
従
重
は
逆
に
そ
れ
ら
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
嘉
慶
四
年
の
上
諭
の
よ
う
に
皇
帝
か
ら
明
確
に
否
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
は
事
実
的
な
対
応
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
例
え
ば
乾
隆
二
十
八
﹇
一
七
六
三
﹈
年
に
台
湾
で
発
生
し
た
、
鄭
桂
が
官
職
を
詐
称
し
て
金
銭
を
詐
取
し
た
と
い
う
事
件
で
、
浙
総
督
ら
は
、
査
す
る
に
、
条
例
に
「
無
官
で
官
職
に
あ
る
と
詐
称
し
、
な
ら
び
に
現
任
官
員
の
姓
名
を
冒
称
す
る
も
、
未
だ
証
拠
と
な
る
文
書
を
造
ら
ず
、
た
だ
一
人
を
騙
す
こ
と
を
図
り
、
一
事
を
行
う
こ
と
を
図
る
に
止
ま
る
場
合
、
そ
の
犯
罪
が
徒
罪
以
下
に
あ
た
る
も
の
は
辺
衛
に
発
し
て
充
軍
と
し
、
そ
の
犯
罪
が
軍
流
遣
罪
に
あ
た
る
も
の
は
絞
監
候
に
定
擬
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
案
の
鄭
桂
は
…
す
で
に
「
そ
の
犯
罪
が
軍
流
遣
罪
に
あ
た
る
も
の
は
絞
監
候
に
定
擬
す
る
」
と
い
う
条
例
に
相
符
す
る
。
〔
査
例
載
「
無
官
而
詐
称
有
官
、
并
冒
称
現
任
官
員
姓
名
、
並
未
造
有
憑
箚
、
止
於
図
騙
一
人
図
行
一
事
、
犯
該
徒
罪
以
下
者
、
発
辺
衛
充
軍
、
犯
該
軍
流
遣
罪
者
、
擬
絞
監
候
」
等
語
。
此
案
鄭
桂
…
已
与
「
犯
該
軍
流
遣
罪
者
、
擬
絞
監
候
」
之
例
相
符
。〕
と
、
ま
ず
今
回
の
犯
罪
行
為
に
該
当
す
る
刑
律
詐
偽
「
詐
假
官
」
律
の
条
例
を
提
示
し
て
、
鄭
桂
の
行
為
が
そ
れ
に
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
8
鄭
桂
は
…
条
例
に
依
り
ま
さ
に
絞
監
候
に
定
擬
す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
該
犯
は
以
前
、
派
遣
さ
れ
た
官
僚
で
あ
る
と
詐
称
し
て
、
捕
縛
さ
れ
て
徒
刑
に
処
さ
れ
、
恩
赦
を
受
け
て
釈
放
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
悪
を
恃
ん
で
悔
い
改
め
ず
、
ひ
そ
か
に
台
湾
に
赴
い
て
、
公
然
と
礼
服
を
着
用
し
て
礼
帽
を
か
ぶ
り
、
官
職
を
詐
称
し
て
人
を
騙
し
、
官
職
名
の
入
っ
た
燈
籠
を
掲
げ
て
、
愚
民
を
誘
惑
し
た
。
坊
保
が
調
査
に
赴
い
た
際
に
は
、
そ
の
都
度
勢
い
を
な
し
て
殴
り
罵
っ
た
。
海
外
の
重
地
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
奸
徒
が
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
い
忌
む
こ
と
が
無
い
と
い
う
状
況
を
放
置
で
き
よ
う
か
。
〔
鄭
桂
…
依
例
応
擬
絞
監
候
、
但
該
犯
先
因
假
冒
差
官
、
被
獲
充
徒
、
援
赦
釈
回
。
乃
怙
悪
不
悛
、
潜
赴
台
疆
、
公
然
穿
戴
補
服
頂
帽
、
假
官
騙
、
懸
掛
官
銜
燈
籠
、
誘
惑
愚
民
。
当
坊
保
往
査
、
輙
敢
作
勢
殴
詈
。
海
外
重
地
、
豈
容
此
等
奸
徒
肆
行
無
忌
。〕
と
述
べ
、
本
来
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
絞
監
候
と
定
擬
す
べ
き
で
あ
る
も
の
の
、
再
犯
で
あ
る
こ
と
や
海
を
隔
て
た
台
湾
で
の
事
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
処
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
す
。
そ
こ
で
、
今
、
訊
問
し
た
結
果
、
鄭
桂
は
凶
悪
異
常
に
し
て
、
実
に
不
法
で
あ
る
た
め
、
条
例
に
依
り
絞
監
候
と
し
て
も
、
懲
ら
し
め
を
示
す
に
足
り
な
い
。
鄭
桂
は
ま
さ
に
従
重
で
絞
立
決
に
定
擬
し
、
条
例
に
照
ら
し
て
先
行
し
て
刺
青
を
し
て
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
今
審
訊
之
下
、
鄭
桂
兇
横
異
常
、
実
属
不
法
、
依
例
絞
候
、
未
足
示
懲
。
鄭
桂
応
従
重
擬
絞
立
決
、
照
例
先
行
刺
字
、
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
、
厳
罰
の
必
要
性
に
鑑
み
、
従
重
に
よ
り
絞
立
決
と
定
擬
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
形
で
上
奏
し
た
（
２４
）
。
以
上
、
立
決
案
件
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
の
用
例
と
し
て
三
つ
の
形
態
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
案
件
で
は
そ
れ
ぞ
れ
律
例
の
参
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照
の
仕
方
が
異
な
り
、
特
に
従
重
に
つ
い
て
は
明
確
な
制
度
的
根
拠
が
見
出
せ
な
い
も
の
、
い
ず
れ
も
少
な
く
と
も
立
決
と
定
擬
す
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
そ
の
立
決
が
す
で
に
死
刑
の
即
時
執
行
を
意
味
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
表
れ
る
請
旨
即
行
正
法
は
、
手
続
的
に
特
有
の
意
味
内
容
を
有
す
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
単
に
立
決
と
定
擬
す
る
こ
と
に
よ
り
含
意
さ
れ
る
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
に
止
ま
っ
た
。
し
か
し
請
旨
即
行
正
法
の
用
例
が
確
認
で
き
る
事
例
は
、
必
ず
し
も
以
上
の
よ
う
な
立
決
と
定
擬
す
る
事
例
に
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
請
旨
即
行
正
法
の
用
例
が
確
認
で
き
る
二
つ
目
の
類
型
と
し
て
、
官
僚
が
死
刑
を
奏
請
す
る
際
に
「
監
候
」
と
定
擬
す
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
手
続
的
に
は
二
つ
の
形
態
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
監
候
と
定
擬
す
る
事
例
の
第
一
に
は
、
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
従
重
に
よ
り
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
形
態
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
乾
隆
四
十
四
﹇
一
七
七
九
﹈
年
に
江
西
省
で
発
生
し
た
、
民
衆
が
集
団
で
官
署
に
押
し
掛
け
て
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
事
件
で
、
江
西
巡
撫
は
、
按
ず
る
に
、
条
例
に
「
狡
猾
な
民
が
事
に
乗
じ
て
堂
で
騒
ぎ
官
署
を
塞
ぎ
、
凶
暴
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
官
僚
を
殴
り
、
衆
を
集
め
る
こ
と
四
、
五
十
人
の
場
合
に
は
、
首
犯
は
条
例
に
依
り
斬
立
決
梟
示
と
す
る
。
同
謀
し
て
衆
を
あ
つ
め
、
転
じ
て
互
い
に
人
を
寄
せ
集
め
、
手
を
出
し
て
官
を
殴
っ
た
場
合
は
、
従
犯
で
あ
る
と
雖
も
、
そ
の
悪
を
同
じ
く
し
て
助
け
合
う
こ
と
が
首
犯
と
異
な
ら
な
い
た
め
、
ま
た
『
光
棍
』
例
に
照
ら
し
て
斬
立
決
に
定
擬
す
る
。
そ
の
他
の
従
犯
は
、
条
例
に
照
ら
し
て
絞
監
候
に
定
擬
す
る
。
…
」
と
あ
る
。
〔
按
例
載
「
民
因
事
閧
堂
塞
署
、
逞
兇
殴
官
、
聚
衆
至
四
五
十
人
者
、
為
首
依
例
斬
決
梟
示
。
其
同
謀
聚
衆
転
相
糾
約
下
手
殴
官
者
、
雖
属
為
従
、
其
同
悪
相
済
、
与
首
犯
無
異
、
亦
照
『
光
棍
』
例
、
擬
斬
立
決
。
其
余
従
犯
、
照
例
擬
絞
監
候
。
…
」
等
語
。〕
10
と
、
こ
の
事
件
で
適
用
す
べ
き
兵
律
軍
政
「
激
変
良
民
」
律
の
条
例
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
首
犯
を
恭
請
王
命
と
し
た
ほ
か
（
２５
）
、
従
犯
に
つ
い
て
は
、
曽
乃
仔
・

乞
仔
は
暖
閣
の
宅
門
を
打
ち
こ
わ
し
、
盧
的
仔
は
レ
ン
ガ
を
拾
っ
て
差
役
を
殴
り
、
曽
流
民
は
門
旁
の
転
斗
を
打
ち
こ
わ
し
、
ま
た
衣
物
を
奪
い
、
袁
貴
生
も
ま
た
物
を
奪
い
取
っ
た
の
で
、
ま
さ
に
均
し
く
「
光
棍
為
従
」
例
に
照
ら
し
て
、
絞
監
候
に
定
擬
し
、
先
行
し
て
刺
青
を
す
る
。
こ
れ
ら
五
犯
は
犯
情
が
特
に
凶
悪
で
あ
る
た
め
、
ま
さ
に
従
重
で
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
曽
乃
仔
・

乞
仔
、
打
毀
暖
閣
宅
門
、
盧
的
仔
、
拾
磚
殴
差
、
曽
流
民
、
打
毀
門
旁
転
斗
、
又
搶
衣
物
、
袁
貴
生
亦
搶
取
物
件
、
応
均
照「
光
棍
為
従
」
例
、
擬
絞
監
候
、
先
行
刺
字
。
該
五
犯
情
殊
兇
横
、
応
従
重
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
あ
る
よ
う
に
、
上
記
条
例
に
照
ら
し
て
絞
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
、
犯
罪
状
況
が
特
に
凶
悪
で
あ
る
た
め
従
重
に
よ
り
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
た
（
２６
）
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
三
法
司
か
ら
の
覆
奏
を
受
け
た
皇
帝
は
、「
曽
乃
仔
・

乞
仔
・
盧
的
仔
・
曽
流
民
・
袁
貴
生
は
、
す
べ
て
直
ち
に
絞
に
処
す
こ
と
を
命
じ
る
。
そ
れ
以
外
は
議
の
通
り
に
せ
よ
〔
曽
乃
仔
・

乞
仔
・
盧
的
仔
・
曽
流
民
・
袁
貴
生
、
倶
著
即
処
絞
。
余
依
議
〕」
と
、
絞
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
を
下
し
て
い
る
（
２７
）
。
そ
し
て
第
二
に
、
監
候
と
定
擬
し
て
そ
の
ま
ま
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
形
態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
は
じ
め
に
」
で
そ
の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
総
督
は
犯
罪
者
を
条
例
に
よ
り
絞
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
、
そ
れ
を
受
け
て
乾
隆
帝
は
絞
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
を
下
し
た
。
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以
上
の
二
例
は
、
従
重
と
い
う
手
続
的
表
現
の
有
無
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
督
撫
が
条
例
に
よ
り
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
死
刑
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
が
下
さ
れ
た
点
で
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
監
候
と
定
擬
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
立
決
と
同
様
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
に
つ
い
て
は
、
従
重
に
（
制
度
上
の
位
置
付
け
は
と
も
か
く
と
し
て
も
）
刑
罰
加
重
的
な
効
果
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
請
旨
即
行
正
法
は
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
に
過
ぎ
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
に
つ
い
て
は
、
従
重
の
よ
う
な
手
続
的
表
現
が
存
在
し
な
い
た
め
、
請
旨
即
行
正
法
そ
れ
自
体
に
監
候
を
立
決
同
様
に
処
理
す
る
加
重
的
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
し
か
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
単
に
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
に
止
ま
ら
ず
、
監
候
を
立
決
同
様
に
処
理
す
る
と
い
う
特
定
の
手
続
的
内
容
ま
で
有
し
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
監
候
を
立
決
同
様
に
処
理
す
る
と
い
う
手
続
的
内
容
を
持
つ
請
旨
即
行
正
法
の
先
に
は
、
三
つ
の
目
の
類
型
と
し
て
、
数
量
的
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
も
の
の
、
そ
も
そ
も
官
僚
が
何
ら
律
例
を
参
照
せ
ず
皇
帝
へ
直
接
死
刑
を
奏
請
す
る
形
態
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
乾
隆
二
十
一
﹇
一
七
五
六
﹈
年
正
月
四
日
の
両
江
総
督
ら
の
奏
摺
は
、
江
蘇
省
で
の
災
害
支
援
に
際
し
て
道
理
に
悖
っ
た
書
物
を
編
集
し
て
そ
の
対
応
を
誹
謗
し
た
朱
思
藻
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
上
奏
す
る
（
２８
）
。
こ
の
よ
う
な
道
理
に
悖
っ
た
不
法
な
輩
に
つ
い
て
、
も
し
す
み
や
か
に
死
刑
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
悪
俗
を
懲
ら
し
め
、
人
心
を
戒
め
る
の
か
。
朱
思
藻
は
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
此
等
狂
悖
不
法
之
徒
、
若
不
亟
正
典
刑
、
何
以
懲
悪
俗
、
而
人
心
。
朱
思
藻
、
応
請
旨
即
行
正
法
。〕
こ
こ
で
両
江
総
督
ら
は
、
朱
思
藻
を
死
刑
に
す
る
た
め
に
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
す
る
。
今
ま
で
紹
介
し
た
事
例
で
は
、
律
例
に
12
準
拠
す
る
に
せ
よ
、
律
例
の
規
定
で
は
不
十
分
で
あ
る
た
め
加
重
的
に
処
理
す
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
す
べ
て
本
来
適
用
す
べ
き
律
例
へ
の
参
照
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
事
例
で
は
律
例
へ
の
参
照
が
全
く
確
認
で
き
ず
、
直
截
に
自
ら
の
判
断
の
み
で
死
刑
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
乾
隆
帝
よ
り
審
理
を
命
じ
ら
れ
た
軍
機
大
臣
と
三
法
司
は
、
朱
思
藻
を
斬
立
決
と
定
擬
し
て
上
奏
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
乾
隆
帝
は
、「
該
犯
を
斬
立
決
と
定
擬
し
た
こ
と
は
、
当
然
に
し
て
罪
の
ま
さ
に
得
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
〔
将
該
犯
擬
以
斬
決
、
自
属
罪
所
応
得
〕」
と
そ
れ
を
肯
定
的
に
評
価
し
つ
つ
も
、「
該
犯
は
つ
き
つ
め
れ
ば
災
害
に
よ
り
支
援
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
胡
中
藻
（
２９
）
が
官
僚
の
身
で
あ
り
な
が
ら
故
な
く
道
理
に
悖
っ
て
誹
謗
し
た
こ
と
と
は
異
な
る
〔
該
犯
究
因
災
望
賑
、
尚
与
胡
中
藻
之
身
列
仕
版
、
無
故
悖
逆
謗
者
有
間
〕」
と
し
て
、
他
の
類
似
事
件
と
の
比
較
に
お
い
て
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
考
え
、
こ
の
犯
罪
者
の
死
刑
を
免
じ
て
黒
龍
江
へ
の
発
遣
と
し
た
〔
朱
思
藻
、
著
従
寛
免
死
発
往
黒
龍
江
（
３０
）
〕。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
案
件
で
は
軍
機
大
臣
ら
か
ら
乾
隆
帝
へ
奏
請
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
由
来
は
不
明
な
が
ら
も
何
か
し
ら
の
形
で
斬
立
決
と
定
擬
さ
れ
、
し
か
も
結
果
的
に
は
皇
帝
の
判
断
で
減
等
さ
れ
て
死
刑
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
総
督
ら
の
上
奏
段
階
に
お
い
て
自
ら
の
判
断
の
み
で
死
刑
を
導
き
出
す
形
で
請
旨
即
行
正
法
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
皇
帝
あ
る
い
は
軍
機
大
臣
や
三
法
司
よ
り
手
続
的
な
見
地
か
ら
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
請
旨
即
行
正
法
に
は
、
こ
の
よ
う
な
官
僚
が
律
例
の
規
定
を
何
ら
参
照
す
る
こ
と
な
く
死
刑
を
奏
請
す
る
事
例
も
存
在
し
た
。
以
上
、
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
手
続
的
見
地
か
ら
そ
の
用
例
の
広
が
り
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
た
。
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
そ
の
字
義
通
り
の
手
続
で
あ
る
立
決
と
定
擬
す
る
場
合
に
お
い
て
律
例
へ
の
参
照
形
態
が
様
々
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
字
義
と
は
異
な
る
手
続
と
な
る
監
候
と
定
擬
す
る
場
合
や
、
さ
ら
に
は
官
僚
が
律
例
に
何
ら
参
照
す
る
こ
と
な
く
直
接
皇
帝
に
死
刑
を
奏
請
す
る
事
例
に
お
い
て
も
そ
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
手
続
的
効
果
に
着
目
す
る
と
、
単
に
死
刑
の
即
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時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
に
過
ぎ
ず
、
と
り
た
て
て
特
別
な
効
果
を
も
た
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
監
候
を
立
決
同
様
に
処
理
す
る
と
い
う
独
自
の
手
続
的
内
容
ま
で
有
す
る
も
の
も
存
在
し
た
。
乾
隆
期
に
は
そ
れ
ら
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
「
請
旨
即
行
正
法
」
と
い
う
一
語
に
集
約
さ
れ
た
。
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
ま
さ
に
そ
の
用
例
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
と
し
て
、
皇
帝
に
対
し
て
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
と
い
う
一
点
で
し
か
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
共
通
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
と
は
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
か
た
ま
り
の
手
続
用
語
と
し
て
特
定
の
刑
事
裁
判
上
の
手
続
が
含
意
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
字
義
通
り
に
官
僚
が
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
皇
帝
に
裁
可
を
仰
ぐ
「
請
旨
」
行
為
の
一
つ
と
し
て
「
直
ち
に
死
刑
に
す
る
」
こ
と
を
奏
請
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
中
に
お
い
て
、
立
決
案
件
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
即
時
執
行
の
奏
請
の
形
容
に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
監
候
案
件
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
監
候
を
立
決
と
同
様
に
処
理
す
る
加
重
的
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
も
存
在
し
た
。
ま
た
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
を
官
僚
に
よ
る
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
還
元
さ
れ
る
と
見
な
し
た
と
き
、
そ
こ
に
お
い
て
何
か
し
ら
特
定
の
手
続
的
要
素
を
見
出
し
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
制
度
的
文
脈
に
お
い
て
適
切
性
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
々
の
案
件
ご
と
に
官
僚
が
奏
請
し
て
皇
帝
が
そ
の
適
切
性
を
判
断
し
た
こ
と
の
結
果
が
集
積
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
以
上
の
こ
と
は
、
乾
隆
四
十
二
﹇
一
七
七
七
﹈
年
に
制
定
さ
れ
た
兵
律
関
津
「
私
越
冒
度
」
律
の
条
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
発
遣
な
ど
に
処
せ
ら
れ
た
犯
罪
者
が
配
所
か
ら
逃
亡
し
た
場
合
や
配
所
で
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
し
た
条
例
を
除
き
、
管
見
の
限
り
乾
隆
期
に
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
し
た
唯
一
の
条
例
で
あ
る
（
３１
）
。
そ
の
内
容
は
、
14
お
よ
そ
雲
南
省
の
永
昌
・
順
寧
二
府
以
外
の
国
境
の
関
所
で
は
、
碧
霞
璽
・
翡
翠
玉
・
葱
玉
・
魚
・
塩
・
棉
花
な
ど
の
物
を
密
売
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
も
し
密
売
の
人
を
捕
縛
し
て
、
審
理
し
て
明
確
に
な
っ
た
場
合
、
一
味
が
十
、
二
十
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
首
犯
は
絞
立
決
と
定
擬
せ
よ
。
そ
の
従
犯
の
一
味
が
四
人
以
上
で
十
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
黒
龍
江
な
ど
の
処
に
発
遣
と
せ
よ
。
三
人
以
下
に
止
ま
る
場
合
は
、
妻
と
と
も
に
三
千
里
に
流
徙
し
て
安
置
せ
よ
。
も
し
密
売
す
る
こ
と
で
情
報
を
漏
洩
し
た
場
合
は
、
審
理
し
て
事
実
で
あ
れ
ば
、
人
数
の
多
寡
を
問
わ
ず
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
…
。
〔
凡

省
永
昌
・
順
寧
二
府
以
外
、
沿
辺
関
隘
、
禁
止
私
販
碧
霞
璽
・
翡
翠
玉
・
葱
玉
・
魚
・
塩
・
棉
花
等
物
。
如
拿
獲
私
販
之
人
、
審
訊
明
確
、
共
夥
人
数
在
一
二
十
人
以
上
、
為
首
者
、
擬
絞
立
決
。
為
従
及
数
在
四
人
以
上
不
及
十
人
者
、
倶
発
遣
黒
龍
江
等
処
。
若
止
三
人
以
下
者
、
僉
妻
流
徙
三
千
里
安
置
。
如
有
因
私
販
透
漏
消
息
者
、
審
実
、
無
論
人
数
多
寡
、
請
旨
即
行
正
法
…
。〕
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
一
味
が
十
人
以
上
の
密
売
犯
に
つ
い
て
絞
立
決
を
規
定
す
る
ほ
か
、
密
売
に
際
し
て
情
報
を
漏
洩
し
た
者
に
対
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
し
か
し
後
者
は
単
に
「
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
」
と
規
定
す
る
の
み
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
定
擬
す
る
か
な
ど
手
続
的
な
部
分
は
明
確
で
は
な
い
。
さ
て
こ
の
条
例
は
、
欽
差
大
学
士
阿
桂
が
奏
請
し
た
辺
境
事
宜
の
、
お
よ
そ
密
売
犯
を
捕
縛
し
て
、
審
理
し
て
明
確
に
な
っ
た
場
合
は
、
三
人
以
下
の
場
合
は
妻
と
と
も
に
流
徙
せ
よ
。
四
人
以
上
の
場
合
は
外
遣
せ
よ
。
も
し
多
く
一
、
二
十
人
以
上
に
至
っ
た
場
合
は
、
首
犯
は
死
刑
に
し
、
従
犯
は
外
遣
と
す
べ
し
。
も
し
こ
れ
に
よ
り
情
報
を
漏
洩
し
た
場
合
は
、
人
数
の
多
少
を
問
わ
ず
、
審
理
し
て
事
実
で
あ
れ
ば
直
ち
に
上
奏
し
て
死
刑
に
す
べ
し
。
〔
凡
拿
獲
私
販
、
審
訊
明
確
、
自
三
人
以
下
者
、
僉
妻
流
徙
、
自
四
人
以
上
者
外
遣
。
若
多
至
一
二
十
人
以
上
、
為
首
者
正
法
、
従
犯
外
遣
。
有
因
此
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透
漏
消
息
者
、
無
論
人
数
多
少
、
審
実
即
奏
明
正
法
。〕
と
い
う
部
分
を
条
例
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
３２
）
。
し
か
し
こ
の
奏
請
で
は
密
売
や
情
報
漏
洩
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
単
に
「
死
刑
に
」
せ
よ
と
提
案
す
る
の
み
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
・
手
続
の
死
刑
を
科
す
べ
き
か
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
た
刑
部
は
、
雲
貴
総
督
が
国
境
で
の
密
売
犯
に
つ
い
て
律
に
照
ら
し
て
絞
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
辺
境
の
事
件
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
、
皇
帝
も
そ
れ
を
容
認
し
た
と
い
う
先
例
に
鑑
み
〔
査
臣
部
核
覆
、
雲
貴
総
督
審
奏
拿
獲
沿
辺
私
販
之
犯
、
倶
係
照
「
私
越
縁
辺
関
塞
交
通
外
境
」
律
、
擬
以
絞
候
、
事
関
辺
情
、
請
旨
即
行
正
法
、
奏
准
遵
行
在
案
〕、
条
例
化
に
あ
た
っ
て
こ
れ
と
同
様
の
処
置
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
〔
此
条
例
内
、
自
応
遵
照
〕。
た
だ
条
例
の
文
言
と
し
て
は
、
先
例
に
あ
る
よ
う
な
「
請
旨
即
行
正
法
」
で
は
な
く
「
絞
立
決
」
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
条
例
を
参
照
す
る
官
僚
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
〔
声
明
「
絞
決
」
字
様
、
以
免
岐
誤
（
３３
）
〕。こ
の
制
定
経
緯
よ
り
、
条
例
の
前
半
に
あ
る
「
首
犯
は
絞
立
決
と
定
擬
せ
よ
」
と
い
う
箇
所
は
、
雲
貴
総
督
の
先
例
に
お
い
て
兵
律
「
私
越
冒
度
関
津
」
律
の
律
文
に
照
ら
し
て
絞
監
候
と
定
擬
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
も
の
が
、
条
例
化
の
際
に
誤
解
の
無
き
よ
う
絞
立
決
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
箇
所
は
、
阿
桂
の
奏
請
で
「
死
刑
に
」
せ
よ
と
あ
っ
た
の
が
、
雲
貴
総
督
の
先
例
で
「
絞
監
候
に
定
擬
し
て
…
請
旨
即
行
正
法
と
」
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
条
例
で
は
「
絞
立
決
と
定
擬
せ
よ
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
阿
桂
の
奏
請
と
条
例
を
比
較
す
る
と
、
条
例
で
「
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
」
と
規
定
す
る
箇
所
は
阿
桂
の
奏
請
で
は
「
直
ち
に
上
奏
し
て
死
刑
に
す
べ
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
重
な
る
も
の
の
必
ず
し
も
同
一
の
表
現
で
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
他
方
、
阿
桂
の
奏
請
で
は
十
人
以
上
の
密
売
犯
の
首
犯
と
情
報
漏
洩
者
の
い
ず
れ
も
「
死
刑
」
と
い
う
同
一
の
表
現
が
用
16
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
情
報
漏
洩
者
に
つ
い
て
「
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
」
と
命
じ
る
条
例
の
規
定
は
、
十
人
以
上
の
密
売
犯
の
首
犯
の
場
合
と
同
様
に
、
雲
貴
総
督
の
先
例
か
ら
持
っ
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
条
例
が
規
定
す
る
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
、
本
来
は
前
半
部
分
と
同
様
に
先
例
の
「
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
」
か
ら
「
絞
立
決
と
定
擬
せ
よ
」
と
変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
手
違
い
で
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
清
末
の
著
名
な
司
法
官
僚
で
あ
る
薛
允
升
は
、
律
例
各
条
に
逐
次
解
説
を
加
え
た
著
書
『
読
例
存
疑
』
の
中
で
、
同
条
例
に
つ
い
て
、碧
霞
璽
・
翡
翠
等
の
玉
、
及
び
魚
・
塩
・
棉
花
は
均
し
く
違
禁
の
物
で
は
な
い
。
ひ
そ
か
に
夷
地
に
赴
き
売
買
す
る
こ
と
で
、
恐
ら
く
は
私
通
し
て
情
報
を
漏
洩
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
厳
し
く
こ
の
条
例
を
定
め
て
い
る
。
も
し
情
報
を
漏
洩
す
る
こ
と
な
く
、
密
売
し
て
（
そ
の
一
味
が
）
十
人
以
上
で
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
絞
立
決
に
定
擬
す
る
こ
と
は
、
刑
罰
が
重
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
〔
碧
霞
璽
・
翡
翠
等
玉
、
及
魚
・
塩
・
棉
花
均
非
違
禁
之
物
。
因
其
潜
赴
夷
地
販
買
、
恐
有
私
通
透
漏
情
弊
、
故
厳
定
此
例
。
若
並
未
透
漏
消
息
、
私
販
至
十
人
以
上
即
擬
絞
決
、
似
嫌
太
重
。〕
と
評
し
て
い
る
（
３４
）
。
こ
こ
よ
り
薛
允
升
は
、
こ
の
条
例
の
主
眼
は
密
売
よ
り
も
む
し
ろ
情
報
漏
洩
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
薛
允
升
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
条
文
構
成
と
し
て
は
、
後
半
部
分
の
情
報
漏
洩
に
対
す
る
処
罰
規
定
を
前
半
部
分
の
密
売
に
も
援
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
前
半
部
分
が
絞
立
決
で
あ
る
以
上
、
後
半
部
分
も
当
然
に
絞
立
決
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
も
手
続
的
に
両
者
を
別
個
の
も
の
と
区
別
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
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以
上
よ
り
、
こ
の
条
例
が
定
め
る
請
旨
即
行
正
法
は
、
そ
の
具
体
的
な
手
続
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
際
に
は
絞
立
決
に
定
擬
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
字
義
通
り
死
刑
の
即
時
執
行
の
奏
請
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
監
候
相
当
案
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
の
よ
う
に
加
重
的
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
内
容
が
条
文
か
ら
直
ち
に
読
み
取
れ
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
案
件
の
み
な
ら
ず
条
例
に
お
い
て
も
請
旨
即
行
正
法
は
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
の
手
続
的
内
容
を
含
ま
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
乾
隆
期
の
史
料
に
見
ら
れ
る
請
旨
即
行
正
法
は
、
事
例
に
し
ろ
条
例
に
し
ろ
ま
ず
は
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
の
形
容
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
官
僚
の
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
逆
に
し
て
言
え
ば
、
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
実
務
レ
ベ
ル
で
も
条
例
の
レ
ベ
ル
で
も
具
体
的
内
容
を
有
す
る
特
定
の
手
続
を
想
定
す
る
に
は
至
ら
ず
、
手
続
的
な
内
実
は
そ
れ
を
選
択
す
る
官
僚
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
一
方
、
皇
帝
が
案
件
ご
と
に
そ
の
適
切
性
を
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
請
旨
即
行
正
法
の
中
に
、
監
候
と
定
擬
し
た
も
の
を
立
決
同
様
に
処
理
す
る
類
型
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
結
果
的
に
嘉
慶
期
以
降
の
請
旨
即
行
正
法
の
制
度
化
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
嘉
慶
期
以
降
の
請
旨
即
行
正
法
を
検
討
す
る
。
第
二
節
嘉
慶
期
以
降
―
―
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
の
「
請
旨
即
行
正
法
」
―
―
嘉
慶
四
﹇
一
七
九
九
﹈
年
、
す
で
に
帝
位
を
退
い
て
い
た
先
代
の
乾
隆
帝
が
死
去
し
て
名
実
と
も
に
嘉
慶
帝
の
親
政
が
始
ま
る
と
、
正
月
十
五
日
、
裁
判
関
係
で
注
目
す
べ
き
上
諭
が
下
さ
れ
た
（
３５
）
。
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従
来
、
刑
部
が
律
を
引
い
て
獄
を
断
じ
る
際
、
本
律
の
外
に
多
く
「
罪
を
覆
う
に
足
り
な
い
」、「
懲
ら
し
め
を
示
す
こ
と
に
な
ら
な
い
」
及
び
「
従
重
で
定
擬
す
る
」
等
の
表
現
が
あ
っ
た
。
そ
の
処
理
は
実
に
よ
ろ
し
く
な
い
。
罪
名
の
大
小
は
律
に
明
条
が
あ
る
の
で
、
自
ら
ま
さ
に
案
情
を
考
え
、
援
引
し
て
確
実
に
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。
務
め
て
刑
罰
が
罪
を
覆
う
に
足
り
、
軽
す
ぎ
る
こ
と
重
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
用
法
の
平
を
な
す
。
今
す
で
に
本
律
を
引
い
て
、
そ
の
上
に
「
罪
を
覆
う
に
足
り
な
い
」、「
従
重
で
定
擬
す
る
」
と
称
し
て
、
加
え
る
こ
と
数
等
に
至
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
律
に
按
じ
て
処
理
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
律
例
を
用
い
て
処
理
す
る
の
か
。
た
と
え
案
情
内
に
情
節
の
比
較
的
重
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
朕
が
自
ら
案
件
ご
と
に
酌
定
す
れ
ば
よ
い
。
要
す
る
に
、「
罪
を
覆
う
に
足
り
な
い
」
と
い
う
語
は
、
法
を
司
る
官
僚
が
言
い
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
今
後
、
裁
判
を
担
当
す
る
官
庁
で
は
、
す
べ
て
憲
典
を
遵
守
し
、
専
ら
本
律
を
引
く
べ
し
。
律
外
に
お
い
て
さ
ら
に
「
罪
を
覆
う
に
足
り
な
い
」
及
び
「
従
重
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
は
な
ら
ず
、
た
と
え
「
雖
」
字
や
「
但
」
字
の
抑
揚
文
法
も
ま
た
用
い
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
〔
向
来
刑
部
引
律
断
獄
、
於
本
律
之
外
、
多
有
「
不
足
蔽
辜
」、「
無
以
示
懲
」
及
「
従
重
定
擬
」
等
字
様
。
所

実
未
允
協
。
罪
名
大
小
律
有
明
条
、
自
応
勘
核
案
情
、
援
引
確
当
。
務
使
法
足
蔽
辜
、
不
致
畸
軽
畸
重
、
方
為
用
法
之
平
。
今
既
引
本
律
、
又
称
「
不
足
蔽
辜
」、「
従
重
定
擬
」、
並
有
加
至
数
等
者
。
是
仍
不
按
律

理
、
又
安
用
律
例
為
耶
。
即
案
情
内
有
情
節
較
重
者
、
朕
自
可
随
案
酌
定
。
総
之
、「
不
足
蔽
辜
」
之
語
、
非
執
法
之
官
所
宜
出
。
嗣
後
問
刑
衙
門
、
倶
応
恪
遵
憲
典
、
専
引
本
律
。
不
得
於
律
外
又
称
「
不
足
蔽
辜
」
及
「
従
重
」
字
様
、
即
「
雖
」
字
「
但
」
字
抑
揚
文
法
、
亦
不
准
用
。〕
こ
の
上
諭
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
嘉
慶
四
年
上
諭
」
と
称
す
る
）
で
は
、
臣
下
が
用
い
る
従
重
な
ど
を
槍
玉
に
上
げ
、
そ
れ
は
律
例
に
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準
拠
す
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
司
法
を
担
当
す
る
官
僚
が
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
否
定
す
る
。
こ
こ
で
嘉
慶
帝
は
、
皇
帝
官
僚
制
内
部
に
お
け
る
司
法
を
巡
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
す
な
わ
ち
官
僚
は
律
例
に
準
拠
し
て
定
擬
を
行
い
、
皇
帝
は
律
例
を
越
え
た
判
断
を
行
う
こ
と
を
再
確
認
し
た
（
３６
）
。
そ
し
て
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
乾
隆
期
以
来
の
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
否
定
の
対
象
と
な
っ
た
（
３７
）
。
す
な
わ
ち
同
年
二
月
十
五
日
の
上
諭
で
は
、
安
徽
巡
撫
陳
用
敷
が
不
正
に
印
封
を
盗
ん
で
関
餉
を
騙
し
取
っ
た
事
件
で
、
刑
律
賊
盗
「
盗
制
書
」
律
の
律
文
に
よ
り
絞
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
叱
責
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
上
諭
で
は
ま
ず
、
陳
用
敷
が
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
は
、
本
律
の
外
で
加
重
し
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
〔
陳
用
敷
奏
請
即
行
正
法
、
係
於
本
律
之
外
加
重

理
。〕
と
述
べ
、
律
に
準
拠
し
て
絞
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
は
、
嘉
慶
四
年
諭
旨
が
禁
じ
る
律
例
外
で
の
加
重
的
処
理
に
当
た
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
陳
用
敷
が
こ
の
案
を
処
理
し
た
の
は
、
先
の
旨
を
奉
じ
る
前
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
定
擬
し
た
。
た
だ
「
も
っ
て
戒
め
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
律
に
按
じ
て
上
奏
す
る
体
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
〔
陳
用
敷

理
此
案
、
尚
在
未
奉
前
旨
之
先
、
是
以
如
此
定
擬
。
但
所
称
「
以
昭
炯
戒
」
之
辞
、
殊
非
按
律
入
奏
之
体
。〕
と
述
べ
、
安
徽
巡
撫
の
対
応
に
一
応
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
律
例
に
準
拠
し
た
対
応
で
な
い
こ
と
を
叱
責
す
る
。
そ
し
て
20
こ
の
案
件
を
監
候
の
ま
ま
本
年
の
秋
審
に
入
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
〔
仍
照
本
律
擬
絞
監
候
、
以
符
定
律
。
著
入
本
年
秋
審
情
実

理
（
３８
）
〕。
こ
の
よ
う
に
嘉
慶
帝
は
、
請
旨
即
行
正
法
を
従
重
と
同
様
に
律
例
外
で
加
重
す
る
方
法
で
あ
っ
て
律
例
に
準
拠
し
た
処
理
方
法
で
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
嘉
慶
四
年
上
諭
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
嘉
慶
五
﹇
一
八
〇
〇
﹈
年
以
降
、
律
例
に
よ
り
監
候
と
定
擬
し
て
（
あ
る
い
は
律
例
の
規
定
に
よ
れ
ば
監
候
に
な
る
こ
と
を
明
示
し
て
）
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
を
嘉
慶
帝
が
肯
定
的
に
評
価
す
る
事
例
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
福
建
省
の
天
地
会
に
関
す
る
同
年
八
月
二
十
五
日
の
浙
総
督
ら
の
上
奏
に
は
、
こ
の
案
の
僧
侶
の
弗
性
は
、
天
地
会
の
名
目
に
か
り
て
、
大
胆
に
も
敢
え
て
愚
民
を
煽
動
・
誘
惑
し
て
、
銭
を
集
め
て
会
に
加
入
さ
せ
る
な
ど
、
殊
に
法
を
軽
視
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
左
道
異
端
に
し
て
民
人
を
煽
動
・
誘
惑
し
た
場
合
、
首
犯
は
絞
監
候
と
す
る
」
の
律
に
照
ら
し
て
、
絞
監
候
に
定
擬
す
る
。
こ
の
よ
う
な
匪
徒
は
、
久
し
く
獄
中
に
留
め
て
死
刑
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
ま
さ
に
福
建
省
で
以
前
に
処
理
し
た
会
匪
羅
名
揚
な
ど
の
各
案
（
３９
）
に
照
ら
し
て
、
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
、
も
っ
て
戒
め
を
明
ら
か
に
す
る
。
〔
此
案
僧
弗
性
、
借
有
天
地
会
名
目
、
胆
敢
煽
惑
愚
民
、
斂
銭
入
会
、
殊
属
藐
法
。
応
照
「
左
道
異
端
煽
惑
人
民
、
為
首
者
絞
監
候
」
律
、
擬
絞
候
。
此
等
匪
徒
、
未
便
久
禁
獄
中
、
致
稽
顕
戮
。
応
照
「
省
前

会
匪
羅
名
揚
等
各
案
」、
請
旨
即
行
処
決
、
以
昭
炯
戒
。〕
と
あ
り
、
浙
総
督
ら
は
弗
性
な
ど
を
礼
律
祭
祀
「
禁
止
師
巫
邪
術
」
律
の
律
文
に
よ
り
絞
監
候
に
定
擬
し
、
先
例
に
照
ら
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
（
４０
）
。
こ
れ
に
対
し
て
嘉
慶
帝
は
、
上
奏
の
「
も
っ
て
戒
め
を
明
ら
か
に
す
る
〔
以
昭
炯
戒
〕」
と
い
う
箇
所
に
「
正
し
い
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〔
是
〕」
と
い
う
書
き
込
み
を
行
っ
て
い
る
（
４１
）
。
こ
こ
よ
り
こ
の
事
例
で
総
督
が
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
嘉
慶
帝
は
適
切
な
処
置
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
河
南
省
で
発
生
し
た
、
黄
奉
章
が
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
一
名
を
殺
害
し
、
捕
縛
後
に
さ
ら
に
一
名
を
殺
害
し
た
事
件
に
関
す
る
嘉
慶
六
﹇
一
八
〇
一
﹈
年
十
月
十
一
日
の
奏
摺
に
お
い
て
、
河
南
巡
撫
は
ま
ず
、
査
す
る
に
、
律
に
「
闘
殴
し
て
人
を
殺
し
た
場
合
は
絞
監
候
と
す
る
」、「
故
殺
し
た
場
合
は
斬
監
候
と
す
る
」、
ま
た
「
二
罪
が
と
も
に
発
し
た
場
合
は
、
重
い
方
で
論
じ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
案
件
の
黄
奉
章
は
、
先
後
し
て
楊
正
玉
を
切
り
殺
し
葉
富
春
を
刺
し
殺
し
た
。
前
者
は
何
の
考
え
も
な
し
で
あ
る
が
、
後
者
は
意
思
を
も
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
律
に
按
じ
る
に
罪
は
ま
さ
に
斬
監
候
と
な
る
。
県
・
州
と
委
員
は
す
べ
て
こ
の
通
り
に
定
擬
し
て
き
た
。
〔
査
律
載
「
闘
殴
殺
人
者
絞
監
候
」、「
故
殺
者
斬
監
候
」、
又
「
二
罪
倶
発
、
以
重
者
論
」
各
等
語
。
此
案
黄
奉
章
、
先
後
扎
楊
正
玉
・
葉
富
春
致
斃
二
命
、
前
係
無
心
、
後
出
有
意
、
按
律
罪
応
斬
候
。
県
・
州
与
委
員
、
倶
照
此
問
擬
。〕
と
述
べ
、
こ
の
案
件
で
は
二
件
の
殺
人
事
件
の
う
ち
、
刑
罰
が
重
く
な
る
刑
律
人
命
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
律
の
律
文
を
適
用
す
べ
き
後
者
の
方
で
斬
監
候
と
定
擬
す
る
こ
と
、
そ
し
て
省
内
の
覆
審
で
は
実
際
に
そ
の
よ
う
に
定
擬
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
４２
）
。
そ
し
て
、「
臣
は
刑
名
案
件
を
処
理
す
る
際
、
謹
ん
で
皇
帝
の
上
諭
を
遵
守
し
、
も
と
よ
り
敢
え
て
定
例
の
外
で
少
し
で
も
加
重
す
る
こ
と
は
し
な
い
〔
臣

理
刑
名
案
件
、
恪
遵
聖
諭
、
原
不
敢
於
定
例
之
外
、
稍
有
加
増
〕」
と
、
お
そ
ら
く
嘉
慶
四
年
上
諭
を
念
頭
に
お
い
た
前
置
き
を
し
た
上
で
、
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し
連
日
こ
の
案
件
の
情
節
を
細
か
く
考
え
て
み
る
に
、
黄
奉
章
は
す
で
に
重
罪
を
犯
し
、
さ
ら
に
敢
え
て
人
を
殺
し
た
の
で
あ
り
、
絶
え
て
法
を
畏
れ
る
と
い
う
心
が
無
い
。
ど
う
し
て
死
刑
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
道
理
が
あ
ろ
う
か
。
臣
と
按
察
使
代
理
の
何
銑
は
何
度
も
顔
を
あ
わ
せ
て
相
談
し
た
結
果
、
ま
さ
に
斬
犯
の
黄
奉
章
を
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
、
も
っ
て
兇
悪
・
頑
固
を
戒
め
て
死
刑
を
無
く
さ
せ
る
意
を
示
す
。
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
、
伏
し
て
皇
帝
陛
下
の
訓
示
を
ま
ち
、
た
だ
そ
れ
に
従
う
。
〔
惟
連
日
細
酌
此
案
情
節
、
黄
奉
章
既
犯
重
罪
、
復
敢
殺
人
、
絶
無
畏
法
之
心
。
寧
有
稽
誅
之
理
。
臣
与
署
司
何
銑
復
加
面
商
、
応
請
旨
将
斬
犯
黄
奉
章
即
行
正
法
、
以
兇
頑
、
而
示
止
辟
。
是
非
有
当
、
伏
候
訓
示
遵
。〕
と
述
べ
、
律
の
規
定
に
よ
れ
ば
斬
監
候
と
な
る
黄
奉
章
に
つ
い
て
、
そ
の
死
刑
を
早
め
る
た
め
に
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
嘉
慶
帝
の
判
断
に
委
ね
た
（
４３
）
。
こ
の
奏
摺
に
対
し
て
嘉
慶
帝
は
、「
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
〔
自
応
如
此

理
〕」
と
巡
撫
の
対
応
を
容
認
し
、
黄
奉
章
を
直
ち
に
斬
に
処
す
る
こ
と
を
命
じ
た
〔
黄
奉
章
、
著
即
処
斬
〕。
そ
の
上
で
嘉
慶
帝
は
、
今
回
の
事
件
を
「
凶
猛
な
こ
と
極
ま
っ
て
お
り
、
巡
撫
が
黄
奉
章
を
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
は
例
外
に
加
重
す
る
も
の
で
は
な
い
〔
兇
悍
已
極
、
該
撫
請
将
黄
奉
章
即
行
正
法
、
尚
非
於
例
外
加
重
〕」
と
評
し
て
い
る
（
４４
）
。
さ
ら
に
嘉
慶
六
﹇
一
八
〇
一
﹈
年
十
一
月
十
一
日
の
上
諭
で
は
、
雲
貴
総
督
琅
が
反
乱
鎮
圧
の
際
に
自
ら
軍
営
に
赴
い
た
と
の
虚
偽
の
上
奏
を
し
た
元
貴
州
巡
撫
伊
桑
阿
を
条
例
に
照
ら
し
て
斬
監
候
と
定
擬
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
琅
等
は
、
特
に
朕
が
年
来
裁
判
の
処
理
に
関
し
て
『
従
重
を
認
め
な
い
』
と
い
う
旨
を
下
し
た
こ
と
よ
り
、
条
例
に
照
ら
し
て
斬
監
候
に
定
擬
し
た
〔
琅
等
、
特
因
朕
年
来

理
庶
獄
、
有
『
不
准
従
重
』
之
旨
、
是
以
照
例
問
擬
斬
候
〕」
と
述
べ
、
総
督
が
通
常
の
死
刑
案
件
と
同
様
の
対
応
を
し
た
こ
と
は
嘉
慶
四
年
上
諭
を
意
識
し
た
も
の
と
評
す
る
。
そ
の
上
で
嘉
慶
帝
は
、
今
回
の
事
件
は
「
情
罪
が
重
大
で
あ
る
の
で
、
も
し
特
に
旨
を
下
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し
て
立
決
を
与
え
れ
ば
、
転
じ
て
常
例
と
較
べ
て
加
重
す
る
こ
と
と
な
る
〔
但
其
情
罪
重
大
、
若
特
行
降
旨
予
以
立
決
、
転
似
較
常
例
加
重
〕」
こ
と
か
ら
、「
自
ら
ま
さ
に
律
に
按
じ
て
斬
監
候
と
し
て
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
き
で
あ
っ
た〔
自
応
按
律
擬
斬
監
候
、
請
旨
即
行
正
法
〕」
と
し
て
、
今
回
の
総
督
の
対
応
を
批
判
し
、
伊
桑
阿
を
改
め
て
絞
立
決
に
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
〔
伊
桑
阿
、
著
改
為
絞
立
決
（
４５
）
〕。
こ
こ
で
嘉
慶
帝
は
、
総
督
の
対
応
に
つ
い
て
嘉
慶
四
年
上
諭
を
意
識
し
た
も
の
で
不
適
切
で
あ
る
と
こ
れ
を
否
定
し
、
今
回
の
事
件
で
は
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
個
々
の
案
件
処
理
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
嘉
慶
五
年
以
降
、
律
例
に
よ
り
監
候
と
定
擬
し
て
（
あ
る
い
は
律
例
の
規
定
に
よ
れ
ば
監
候
と
な
る
よ
う
な
案
件
で
）
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定
す
べ
き
処
置
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
時
に
そ
れ
を
選
択
し
な
い
こ
と
が
律
例
へ
の
準
拠
を
確
認
す
る
嘉
慶
四
年
上
諭
に
拘
泥
し
た
不
適
切
な
処
置
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
傾
向
は
、
嘉
慶
九
﹇
一
八
〇
四
﹈
年
以
降
、
請
旨
即
行
正
法
の
条
例
化
と
い
う
形
で
よ
り
明
確
に
な
る
。
条
例
化
の
契
機
は
、
前
年
の
嘉
慶
八
﹇
一
八
〇
三
﹈
年
に
審
理
が
行
わ
れ
た
、
窃
盗
を
行
っ
て
逃
亡
を
図
り
、
麻
の
服
兄
に
抵
抗
し
て
傷
つ
け
死
亡
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
刑
部
は
河
南
巡
撫
の
原
案
通
り
斬
監
候
に
定
擬
し
て
上
奏
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
嘉
慶
帝
は
、「
刑
部
が
斬
監
候
と
定
擬
し
た
こ
と
は
、
も
と
よ
り
律
に
按
じ
た
処
理
で
あ
る
〔
刑
部
問
擬
斬
候
、
固
属
按
律

理
〕」
と
刑
部
の
対
応
に
一
応
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、「
た
だ
該
犯
は
先
に
窃
盗
を
行
い
、
さ
ら
に
麻
の
服
兄
に
抵
抗
し
て
傷
つ
け
死
亡
さ
せ
た
。
案
件
は
服
制
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
将
来
の
秋
審
の
時
、
ま
た
必
ず
勾
決
と
す
る
た
め
、
な
が
く
監
獄
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
は
な
い
〔
但
該
犯
先
経
犯
窃
、
復
拒
傷
麻
服
兄
身
死
。
案
関
服
制
、
将
来
秋
審
時
、
亦
必
預
勾
、
毋
庸
久
囹
圄
〕」
こ
と
よ
り
、
刑
部
の
斬
監
候
と
い
う
定
擬
を
改
め
て
、
直
ち
に
斬
に
処
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
〔
杜
老
、
著
即
処
斬
〕。
そ
し
て
今
回
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、
「
今
後
刑
部
は
、
こ
の
よ
う
な
捕
縛
に
抵
抗
し
て
死
亡
さ
せ
、
ま
た
麻
の
服
制
に
関
係
す
る
犯
罪
者
の
場
合
は
、
律
に
按
じ
て
斬
監
候
に
定
擬
し
、
な
お
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
。
秋
審
で
処
理
す
る
こ
と
を
待
つ
必
要
は
な
い
〔
嗣
後
刑
部
遇
有
此
等
拒
捕
斃
命
又
関
麻
服
24
制
之
犯
、
按
律
問
擬
斬
候
、
仍
請
旨
即
行
正
法
。
不
待
至
秋
審

理
〕」
と
、
今
後
も
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
条
例
化
す
る
こ
と
も
命
じ
た
〔
著
為
令
（
４６
）
〕。
こ
れ
を
受
け
て
翌
嘉
慶
九
年
、
お
よ
そ
卑
幼
が
姦
（
４７
）
に
よ
り
盗
に
よ
り
逃
亡
を
図
り
、
抵
抗
し
て
麻
の
尊
長
・
尊
属
を
殺
害
し
た
場
合
は
、
律
に
按
じ
て
斬
監
候
に
定
擬
し
、
な
お
請
旨
即
行
正
法
と
せ
よ
。
〔
凡
卑
幼
因
姦
因
盗
圖
脱
、
拒
殺
麻
尊
長
尊
屬
者
、
按
律
問
擬
斬
候
、
仍
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
い
う
、
刑
律
闘
殴
「
殴
大
功
以
下
尊
長
」
律
の
律
文
に
準
拠
し
て
斬
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
刑
律
捕
亡
「
罪
人
拒
捕
」
律
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
条
例
を
皮
切
り
に
、
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
条
例
と
し
て
、
嘉
慶
十
﹇
一
八
〇
五
﹈
年
の
刑
律
人
命
「
謀
殺
祖
父
母
父
母
」
律
の
条
例
（
４８
）
、
嘉
慶
十
六
﹇
一
八
一
一
﹈
年
の
刑
律
闘
殴
「
殴
制
使
及
本
管
長
官
」
律
の
条
例
（
４９
）
、
道
光
八
﹇
一
八
二
八
﹈
年
の
刑
律
人
命
「
殺
一
家
三
人
」
律
の
条
例
（
５０
）
、
咸
豊
三
﹇
一
八
五
三
﹈
年
の
兵
律
軍
政
「
主
将
不
固
守
」
律
の
条
例
（
５１
）
な
ど
が
順
次
制
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
請
旨
即
行
正
法
が
条
例
に
規
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
嘉
慶
期
以
降
、
条
例
に
規
定
さ
れ
た
案
件
以
外
で
の
請
旨
即
行
正
法
が
全
く
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
条
例
の
制
定
以
前
に
な
る
が
、
上
述
の
嘉
慶
六
年
十
一
月
十
一
日
の
上
諭
に
お
い
て
、
嘉
慶
帝
は
こ
の
案
件
に
つ
い
て
「
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
雲
貴
総
督
琅
が
監
候
と
定
擬
し
た
後
、
自
ら
の
判
断
で
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
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ま
た
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
す
る
条
例
の
一
つ
で
あ
る
刑
律
人
命
「
謀
殺
祖
父
母
父
母
」
律
の
条
例
は
、
嘉
慶
十
﹇
一
八
〇
五
﹈
年
に
山
東
巡
撫
全
保
が
審
理
し
た
胞
叔
の
殺
害
を
計
画
し
て
胞
叔
を
含
む
三
人
を
毒
殺
し
た
事
件
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
巡
撫
は
、
従
犯
の
実
行
者
に
つ
い
て
情
罪
が
比
較
的
重
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
刑
律
賊
盗
「
謀
殺
人
」
律
の
律
文
に
よ
り
絞
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
〔
全
保
因
其
情
罪
較
重
、
依
律
擬
絞
監
候
、
請
旨
即
行
正
法
〕。
こ
れ
に
対
し
て
嘉
慶
帝
は
、
こ
の
巡
撫
の
対
応
を
「
そ
の
処
理
は
正
し
い
〔
所

尚
是
〕」
と
評
価
し
、
今
後
同
様
の
案
件
で
は
こ
の
処
置
に
従
っ
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
〔
嗣
後
内
外
問
刑
衙
門
…
著
即
照
此
案
、
定
擬
絞
候
、
請
旨
即
行
正
法
（
５２
）
〕。
こ
こ
で
も
官
僚
の
判
断
に
よ
る
請
旨
即
行
正
法
が
条
例
の
制
定
に
先
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
嘉
慶
四
年
上
諭
が
下
さ
れ
た
一
時
期
を
除
き
、
嘉
慶
期
以
降
も
官
僚
が
自
ら
の
判
断
で
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
案
件
次
第
で
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
す
る
条
例
は
、
刑
律
人
命
「
謀
殺
祖
父
母
父
母
」
律
の
条
例
の
制
定
経
緯
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
官
僚
が
自
ら
の
見
識
で
選
択
す
る
請
旨
即
行
正
法
の
一
部
に
つ
い
て
規
範
性
を
持
た
せ
る
形
で
明
文
化
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
請
旨
即
行
正
法
の
用
例
の
広
が
り
と
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
ま
ず
官
僚
が
自
ら
の
見
識
で
選
択
し
て
皇
帝
に
も
容
認
さ
れ
る
請
旨
即
行
正
法
と
い
う
一
定
の
広
が
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
中
心
的
な
部
分
が
（
基
本
的
に
は
そ
の
選
択
に
つ
い
て
官
僚
が
自
ら
の
見
識
を
示
す
こ
と
を
要
さ
な
い
）
条
例
と
い
う
形
で
規
範
性
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
乾
隆
期
と
の
比
較
で
請
旨
即
行
正
法
の
用
例
の
広
が
り
を
考
え
て
み
る
と
、
本
節
で
紹
介
し
た
嘉
慶
期
の
請
旨
即
行
正
法
に
関
す
る
史
料
の
す
べ
て
が
、
律
例
に
よ
り
監
候
と
定
擬
す
る
、
あ
る
い
は
律
例
の
規
定
で
は
監
候
と
な
る
案
件
に
つ
い
て
、
そ
の
死
刑
の
即
時
執
行
の
た
め
に
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
事
例
で
あ
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
嘉
慶
期
の
請
旨
即
行
正
法
で
は
、
乾
隆
期
に
見
ら
れ
た
立
決
と
定
擬
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
事
例
や
律
例
の
規
定
を
意
識
せ
ず
直
接
皇
帝
に
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
26
る
事
例
が
確
認
で
き
な
く
な
り
、
よ
り
狭
く
律
例
で
監
候
と
な
る
案
件
で
の
事
例
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
見
る
と
嘉
慶
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
手
続
的
に
は
、
監
候
相
当
の
案
件
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
も
た
ら
す
と
い
う
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
嘉
慶
九
年
以
降
、
そ
の
よ
う
な
請
旨
即
行
正
法
が
順
次
条
例
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
こ
で
規
定
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
以
後
継
続
的
に
請
旨
即
行
正
法
を
用
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
至
っ
て
乾
隆
期
の
よ
う
な
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
お
け
る
「
即
行
正
法
」
で
は
な
く
、
清
代
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
監
候
相
当
案
件
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
す
る
と
い
う
特
定
の
内
容
を
有
す
る
「
請
旨
即
行
正
法
」
が
確
立
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
嘉
慶
期
以
降
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
律
例
に
規
定
に
お
い
て
監
候
相
当
の
案
件
に
お
い
て
原
則
的
に
そ
の
律
例
に
準
拠
し
て
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
手
続
と
し
て
、
そ
の
一
部
が
条
例
へ
纂
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
条
例
外
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
官
僚
の
判
断
で
用
い
る
べ
き
方
法
と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
の
性
格
は
、
道
光
期
に
な
る
と
よ
り
顕
著
に
な
る
。
例
え
ば
道
光
二
﹇
一
八
二
二
﹈
年
、
塩
の
密
売
犯
が
捕
縛
に
赴
い
た
兵
役
に
抵
抗
し
て
こ
れ
を
殺
害
し
た
事
件
で
、
両
江
総
督
は
戸
律
課
程
「
塩
法
」
律
の
条
例
に
よ
り
斬
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
。
道
光
帝
は
こ
の
案
件
を
刑
部
に
下
し
て
審
理
さ
せ
、
刑
部
は
今
回
の
事
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
は
不
適
切
で
あ
る
と
上
奏
し
た
が
、
そ
の
際
に
刑
部
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
５３
）
。
査
す
る
に
斬
・
絞
の
犯
罪
者
に
関
し
て
立
決
と
監
候
そ
れ
ぞ
れ
に
正
条
が
有
る
。
従
来
、
時
に
斬
・
絞
の
犯
罪
者
を
酌
量
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
必
ず
そ
の
犯
罪
の
情
節
が
実
に
凶
悪
で
あ
っ
た
場
合
に
は
じ
め
て
例
外
で
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
定
例
に
照
ら
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
り
、
監
候
の
犯
罪
者
を
軽
々
し
く
立
決
に
定
擬
し
て
は
な
ら
な
い
。
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〔
査
斬
絞
人
犯
、
立
決
与
監
候
各
有
正
条
。
向
来
間
有
将
斬
・
絞
人
犯
、
酌
量
請
旨
即
行
正
法
者
。
必
其
所
犯
情
節
実
在
兇
悪
、
始
得
於
例
外
加
重
。
其
余
均
応
按
照
定
例

理
、
不
得
将
監
候
人
犯
軽
擬
立
決
。〕
こ
こ
よ
り
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
「
監
候
の
犯
罪
者
」
を
「
立
決
に
定
擬
す
る
」
こ
と
と
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
そ
れ
は
「
例
外
で
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
方
法
と
理
解
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
嘉
慶
期
は
、
例
え
ば
上
述
の
嘉
慶
五
年
の
事
例
に
「
巡
撫
が
黄
奉
章
を
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
は
例
外
に
加
重
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
監
候
相
当
案
件
を
立
決
と
同
様
に
処
理
す
る
効
果
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
律
例
と
の
関
係
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
な
お
不
明
瞭
な
部
分
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
は
な
お
手
続
と
し
て
十
分
に
安
定
す
る
に
は
至
ら
ず
、
乾
隆
期
以
来
の
「
請
旨
」、
す
な
わ
ち
個
別
に
皇
帝
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
を
通
じ
て
官
僚
が
選
択
す
る
個
々
の
請
旨
即
行
正
法
の
適
切
性
が
判
断
さ
れ
る
と
い
う
要
素
が
な
お
残
存
し
て
い
た
。
し
か
し
道
光
期
に
至
っ
て
「
例
外
で
加
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
方
法
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
と
、（
個
別
案
件
を
処
理
す
る
際
に
何
が
「
例
外
」
に
あ
た
る
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
る
も
の
の
）
請
旨
即
行
正
法
と
い
う
手
続
そ
の
も
の
は
律
例
と
の
間
で
整
合
性
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
清
代
刑
事
裁
判
制
度
に
お
け
る
手
続
的
な
安
定
性
が
高
ま
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
の
道
光
二
年
の
段
階
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
す
で
に
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
す
る
条
例
が
幾
つ
か
制
定
さ
れ
て
い
る
。
条
例
に
規
定
さ
れ
る
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
は
、
単
に
個
々
の
官
僚
が
条
例
に
遵
守
す
れ
ば
そ
れ
で
済
む
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
刑
部
が
わ
ざ
わ
ざ
言
及
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
刑
部
が
言
及
す
る
こ
と
は
、
こ
の
史
料
が
条
例
規
定
の
存
在
し
な
い
塩
の
密
売
の
事
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
条
例
規
定
以
外
の
請
旨
即
行
正
法
に
関
し
て
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
刑
部
は
、「
犯
罪
の
情
節
が
実
に
凶
悪
で
あ
っ
た
場
合
」
に
つ
い
て
官
僚
が
「
酌
量
し
て
」
用
い
る
方
法
と
し
て
請
28
旨
即
行
正
法
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
制
度
的
な
言
及
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
官
僚
の
選
択
に
よ
る
請
旨
即
行
正
法
に
一
定
の
定
義
づ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
以
前
に
比
し
て
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
の
性
格
が
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
に
嘉
慶
期
以
降
、
請
旨
即
行
正
法
は
、
監
候
と
定
擬
さ
れ
た
案
件
に
お
い
て
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
手
続
と
し
て
成
立
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
制
度
的
な
安
定
性
が
増
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
清
末
の
段
階
に
は
、
例
え
ば
『
読
例
存
疑
』
で
「
監
候
の
本
罪
の
上
に
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
も
の
が
有
る
〔
有
於
監
候
本
罪
上
請
旨
即
行
正
法
者
〕」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
５４
）
、
監
候
と
定
擬
さ
れ
る
案
件
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
を
加
重
す
る
方
法
と
し
て
清
代
刑
事
裁
判
制
度
の
中
に
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
皇
帝
の
対
応
―
―
監
候
相
当
案
件
を
例
に
―
―
第
一
節
乾
隆
帝
請
旨
即
行
正
法
と
は
そ
も
そ
も
臣
下
が
皇
帝
に
奏
請
す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
た
め
官
僚
が
請
旨
即
行
正
法
と
し
て
上
奏
し
、
皇
帝
よ
り
死
刑
の
即
時
執
行
を
命
じ
る
旨
が
下
さ
れ
た
案
件
は
、
す
べ
て
皇
帝
が
請
旨
即
行
正
法
を
容
認
し
た
事
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
乾
隆
期
に
お
い
て
監
候
相
当
案
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
の
事
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
は
乾
隆
帝
が
容
認
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
乾
隆
帝
は
、
単
に
そ
う
し
た
請
旨
即
行
正
法
を
容
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
時
に
そ
れ
を
積
極
的
に
賞
賛
し
た
。
例
え
ば
乾
隆
五
十
五
﹇
一
七
九
〇
﹈
年
に
福
建
省
で
発
生
し
た
「
賊
犯
の
陳
笞
が
、
差
役
の
趙
栄
に
発
見
さ
れ
て
捕
縛
さ
れ
た
た
め
、
直
ち
に
身
に
着
け
て
い
た
小
刀
を
抜
き
、
趙
栄
を
傷
つ
け
死
亡
さ
せ
た
〔
賊
犯
陳
笞
、
因
被
差
役
趙
栄
偵
見
擒
捕
、
即
抜
身
帯
小
刀
、
戳
傷
趙
栄
身
死
〕」
と
い
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事
件
で
、
浙
総
督
は
、
福
建
省
の
州
府
・
泉
州
府
の
一
帯
は
、
民
情
が
狡
猾
で
乱
暴
で
あ
る
。
も
し
本
条
例
に
照
ら
し
て
斬
監
候
に
定
擬
し
た
ら
、
懲
ら
し
め
を
示
す
に
足
り
な
い
た
め
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
。
〔
福
建
・
泉
一
帯
、
民
情
悍
。
若
照
本
例
擬
斬
監
候
、
不
足
示
懲
、
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
あ
り
、
こ
の
案
件
で
は
適
用
す
べ
き
条
例
に
照
ら
せ
ば
斬
監
候
と
な
る
が
そ
れ
で
は
十
分
な
戒
め
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
に
言
及
し
た
。
そ
の
上
で
、「
該
犯
は
現
在
病
気
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ら
、
審
明
後
に
直
ち
に
処
刑
し
た
〔
因
該
犯
現
在
患
病
、
審
明
後
即
行
処
決
〕」
と
上
奏
し
た
（
５５
）
。
こ
の
上
奏
に
対
し
て
乾
隆
帝
は
、「
そ
の
処
理
は
非
常
に
正
し
い
〔
所

甚
是
〕」
と
浙
総
督
の
対
応
を
賞
賛
し
た
上
で
、
今
回
の
案
件
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
（
５６
）
。
該
犯
は
即
ち
抜
刀
し
て
趙
栄
を
連
続
し
て
切
り
か
か
り
、
地
に
倒
し
て
死
亡
さ
せ
た
。
実
に
法
を
蔑
ろ
に
し
て
凶
暴
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
直
ち
に
死
刑
と
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
条
例
に
照
ら
し
て
斬
監
候
に
定
擬
す
れ
ば
、
実
に
懲
ら
し
め
を
示
す
に
足
り
な
い
。
今
後
、
内
外
の
裁
判
を
担
当
す
る
官
庁
で
は
、
賊
犯
が
凶
行
を
し
て
刀
を
用
い
て
た
ち
ど
こ
ろ
に
差
役
を
殺
害
す
る
な
ど
、
情
節
が
こ
の
よ
う
に
憎
む
べ
き
も
の
の
場
合
に
は
、
す
べ
て
ま
さ
に
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
条
例
に
拘
泥
し
て
処
理
し
て
は
な
ら
な
い
。
〔
該
犯
即
抜
刀
連
戳
趙
栄
、
倒
地
殞
命
。
実
属
藐
法
逞
兇
、
自
応
立
置
重
辟
。
若
照
例
問
擬
斬
候
、
実
不
足
以
示
懲
。
嗣
後
内
外
問
刑
衙
門
、
遇
有
賊
犯
行
兇
用
刀
立
時
殺
斃
差
役
、
情
節
似
此
可
悪
者
、
倶
応
請
旨
即
行
正
法
。
不
得
拘
例

理
。〕
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こ
の
案
件
で
浙
総
督
は
、
適
用
す
べ
き
条
例
に
準
拠
す
る
と
斬
監
候
と
な
る
犯
罪
者
に
つ
い
て
、
そ
の
事
件
が
発
生
し
た
州
府
・
泉
州
府
一
帯
の
社
会
状
況
に
照
ら
し
て
厳
罰
に
処
す
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
（
５７
）
。
乾
隆
帝
は
こ
の
浙
総
督
の
判
断
を
是
と
し
、
今
後
同
様
の
事
件
が
発
生
し
た
場
合
は
請
旨
即
行
正
法
と
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
し
か
し
乾
隆
帝
は
、
臣
下
に
よ
る
監
候
相
当
案
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
の
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
是
認
し
た
訳
で
は
な
い
。
時
に
は
請
旨
即
行
正
法
に
関
連
し
て
臣
下
を
叱
責
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
こ
と
に
つ
い
て
叱
責
を
加
え
る
場
合
で
あ
る
。
第
一
に
、
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
こ
と
で
犯
罪
行
為
に
対
し
て
刑
罰
が
重
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
を
選
択
し
た
こ
と
を
叱
責
す
る
。
例
え
ば
乾
隆
四
十
一
﹇
一
七
七
六
﹈
年
に
山
東
省
で
発
生
し
た
、
女
性
に
性
的
な
い
た
ず
ら
を
し
た
た
め
に
そ
の
一
家
に
よ
り
官
憲
に
突
き
出
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
抵
抗
し
て
そ
の
子
供
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
事
件
で
、
山
東
巡
撫
は
、
も
し
僅
か
に
「
罪
人
が
捕
縛
に
抵
抗
し
、
捕
人
を
殺
し
た
場
合
は
斬
と
す
る
」
の
律
に
照
ら
し
て
、
斬
監
候
に
定
擬
し
た
ら
、
罪
を
覆
う
に
十
分
で
は
な
い
。
ま
さ
に
竇
十
を
律
に
照
ら
し
て
斬
監
候
と
定
擬
し
、
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
若
僅
照
「
罪
人
拒
捕
、
殺
所
捕
人
者
斬
」
律
、
擬
斬
監
候
、
不
足
蔽
辜
。
応
将
竇
十
、
照
律
擬
斬
監
候
、
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
、
刑
律
捕
亡
「
罪
人
拒
捕
」
律
の
律
文
に
照
ら
し
て
斬
監
候
に
定
擬
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
し
て
、
律
に
照
ら
し
て
斬
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
（
５８
）
。
こ
れ
に
対
し
て
乾
隆
帝
は
、
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こ
れ
ら
の
淫
悪
の
兇
犯
は
、
情
節
は
も
と
よ
り
憎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
律
に
按
じ
て
斬
監
候
に
定
擬
し
た
ら
、
法
に
お
い
て
す
で
に
加
重
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
情
罪
が
比
較
的
重
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
だ
本
年
の
秋
審
の
情
実
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
久
し
く
監
禁
し
て
処
刑
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
処
刑
す
る
に
時
を
待
た
な
い
犯
罪
者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
罪
を
覆
う
に
十
分
で
は
な
い
」
と
称
し
て
請
旨
即
行
正
法
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
見
識
が
無
い
者
は
転
じ
て
故
意
に
厳
し
く
し
て
い
る
と
疑
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
処
理
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
〔
此
等
淫
悪
兇
犯
、
情
節
固
為
可
悪
、
但
按
律
擬
以
斬
候
、
於
法
已
無
可
加
。
若
因
其
情
罪
較
重
、
只
須
入
本
年
秋
審
情
実
、
不
使
久
繋
稽
誅
。
尚
非
決
不
待
時
之
犯
、
乃
声
叙
「
以
為
不
足
蔽
辜
」、
請
即
正
法
、
恐
無
識
者
、
転
疑
為
有
意
従
厳
。
所

未
免
過
当
。〕
と
述
べ
、
こ
の
案
件
に
お
い
て
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
選
択
す
る
こ
と
は
刑
罰
を
故
意
に
厳
し
く
し
て
い
る
と
曲
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、「
今
後
、
も
し
こ
の
よ
う
な
案
件
の
犯
罪
者
が
い
れ
ば
、
律
に
按
じ
て
定
擬
し
た
後
、
直
ち
に
夾
片
に
て
『
本
年
の
秋
審
の
情
実
に
入
す
る
』
こ
と
を
声
明
せ
よ
〔
嗣
後
如
遇
此
等
案
犯
、
按
律
定
擬
後
、
即
夾
片
声
明
『
入
本
年
秋
審
情
実
』〕」
と
、
今
後
同
様
の
案
件
で
は
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
秋
審
に
入
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
（
５９
）
。
第
二
に
、
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
る
こ
と
で
犯
罪
行
為
に
対
し
て
刑
罰
が
軽
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
を
選
択
し
た
こ
と
を
叱
責
す
る
。
例
え
ば
乾
隆
五
十
三
﹇
一
七
八
八
﹈
年
に
四
川
省
で
発
生
し
た
、
三
名
を
殴
殺
し
、
一
名
を
故
殺
し
た
事
件
で
、
四
川
総
督
は
、
査
す
る
に
、
符
興
複
が
殺
し
た
四
名
の
う
ち
、
郭
萬
志
・
郭
子
相
の
二
名
に
つ
い
て
は
一
家
で
は
あ
る
が
、
謀
殺
や
故
殺
で
は
な
32
い
。
た
だ
祝
秉

の
一
名
は
故
殺
で
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
故
殺
に
照
ら
し
て
科
断
す
べ
き
で
あ
る
。
符
興
複
は
、
ま
さ
に
「
人
を
故
殺
し
た
者
は
斬
と
す
る
」
の
律
に
依
り
、
ま
さ
に
斬
監
候
に
定
擬
す
べ
し
。
〔
査
符
興
複
所
殺
四
命
内
、
郭
萬
志
・
郭
子
相
二
名
、
雖
係
一
家
、
但
非
謀
・
故
。
惟
殺
祝
秉

一
命
係
属
故
殺
、
応
照
故
殺
科
断
。
符
興
複
、
合
依「
故
殺
人
者
斬
」
律
、
応
擬
斬
監
候
。〕
と
、
刑
律
人
命
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
律
の
律
文
に
準
拠
し
て
斬
監
候
と
定
擬
し
た
。
そ
の
上
で
、
該
犯
は
三
名
を
殴
殺
し
、
さ
ら
に
一
名
を
故
殺
し
、
並
び
に
二
人
を
刃
物
で
負
傷
さ
せ
た
。
そ
の
情
形
は
非
常
に
兇
暴
で
あ
り
、
少
し
で
も
死
刑
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
た
め
、
ま
さ
に
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
し
。
〔
該
犯
殴
殺
三
命
、
又
故
殺
一
命
、
並
刃
傷
二
人
。
情
形
甚
為
兇
暴
、
未
便
稍
稽
顕
戮
、
応
請
旨
即
行
正
法
。〕
と
あ
る
よ
う
に
、
死
刑
の
執
行
を
早
め
る
た
め
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
（
６０
）
。
こ
れ
に
対
し
て
乾
隆
帝
は
、
四
川
省
は
従
来
の
匪
犯
が
多
く
、
衆
を
集
め
て
悪
事
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
い
に
懲
罰
を
加
え
て
以
降
、
近
年
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
。
今
回
、
符
興
複
は
三
名
を
殴
殺
し
、
さ
ら
に
一
名
を
故
殺
し
た
。
謀
殺
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
情
形
が
兇
暴
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
該
省
の
匪
徒
は
な
お
未
だ
尽
く
悛
革
し
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
恐
ら
く
は
久
し
か
ら
ず
し
て
ま
た
元
の
考
え
が
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。（
四
川
総
督
）
李
世
傑
は
審
明
後
、
自
ら
ま
さ
に
一
方
で
上
奏
し
て
報
告
し
、
他
方
で
該
犯
を
死
刑
に
し
て
、
兇
徒
を
し
て
共
に
懲

を
知
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
請
旨
に
拘
泥
す
る
の
か
。
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〔
四
川
向
多
匪
犯
、
聚
衆
行
兇
、
自
大
加
懲
創
之
後
、
近
年
漸
覚
斂
。
今
符
興
複
輒
殴
殺
三
命
、
又
故
殺
一
命
。
雖
非
謀
殺
、
但
其
情
形
兇
暴
、
可
見
該
省
匪
徒
、
尚
未
尽
行
悛
革
。
恐
不
久
又
萌
故
智
。
李
世
傑
於
審
明
後
、
自
応
一
面
奏
聞
、
一
面
即
将
該
犯
正
法
、
使
兇
徒
共
知
懲

、
何
必
拘
泥
請
旨
。〕
と
述
べ
、
当
時
の
四
川
省
の
社
会
状
況
か
ら
す
れ
ば
さ
ら
に
死
刑
の
執
行
を
早
め
る
た
め
に
皇
帝
の
裁
可
を
得
る
前
に
死
刑
に
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
皇
帝
の
裁
可
を
求
め
る
請
旨
即
行
正
法
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
叱
責
す
る
（
６１
）
。
当
時
、
皇
帝
の
裁
可
を
得
ず
に
督
撫
の
判
断
で
死
刑
を
執
行
す
る
方
法
と
し
て
恭
請
王
命
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
一
方
で
皇
帝
に
上
奏
す
る
と
共
に
、
他
方
で
そ
の
裁
可
を
得
る
前
に
死
刑
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
一
方
で
上
奏
し
て
報
告
し
、
他
方
で
該
犯
を
死
刑
に
」
す
る
と
は
恭
請
王
命
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
恭
請
王
命
は
、
皇
帝
の
裁
可
を
待
つ
必
要
が
な
い
こ
と
よ
り
通
常
の
立
決
よ
り
も
手
続
的
に
簡
略
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
死
刑
を
科
す
ま
で
の
手
続
に
要
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
死
刑
で
あ
っ
て
も
時
間
的
な
格
差
に
よ
り
立
決
よ
り
も
厳
罰
と
な
る
と
理
解
さ
れ
た
。
今
回
の
案
件
で
は
そ
の
よ
う
な
手
続
的
要
素
に
よ
る
刑
罰
差
等
化
を
前
提
と
し
て
、
皇
帝
は
四
川
総
督
が
選
択
し
た
請
旨
即
行
正
法
で
は
犯
罪
状
況
に
比
し
て
刑
罰
が
軽
す
ぎ
る
と
し
て
叱
責
を
加
え
て
い
る
。
上
述
の
二
事
例
は
臣
下
が
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
こ
と
に
対
す
る
叱
責
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
叱
責
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
甘
粛
省
の
乾
隆
五
十
六
﹇
一
七
九
一
﹈
年
の
秋
審
黄
冊
内
に
含
ま
れ
て
い
た
、
家
務
を
代
理
し
た
家
か
ら
財
産
を
騙
し
取
り
、
そ
の
家
の
遺
児
二
名
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
事
件
で
、
陝
甘
総
督
が
絞
監
候
に
定
擬
し
て
秋
審
で
情
実
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
〔
問
擬
絞
候
、
帰
入
情
実
〕、
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林
中
萃
は
頼
り
と
さ
れ
た
人
で
、
か
つ
て
家
務
を
代
理
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
意
に
虐
げ
て
脅
か
し
て
窮
地
に
追
い
込
み
、
無
残
に
も
二
名
を
死
な
せ
て
人
の
跡
継
ぎ
を
絶
え
さ
せ
る
な
ど
、
種
々
の
悪
賢
く
凶
悪
残
酷
な
こ
と
、
人
の
道
理
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
総
督
は
審
明
し
て
定
擬
し
た
と
き
に
、
直
ち
に
林
中
萃
を
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
僅
か
に
絞
監
候
に
定
擬
し
て
秋
審
の
情
実
に
入
れ
、
該
犯
を
一
年
余
り
も
死
刑
を
遅
ら
せ
る
と
は
、
そ
の
処
理
は
非
常
に
軽
く
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
る
。
〔
是
林
中
萃
倚
仗
、
曾
経
代
理
家
務
、
有
意
欺
凌
、
挟
制
窘
辱
、
惨
斃
二
命
、
絶
人
子
嗣
、
種
種
狡
詐
兇
残
、
無
復
人
理
。
該
督
審
明
定
擬
時
、
即
応
将
林
中
萃
請
旨
即
行
正
法
。
乃
僅
問
擬
絞
候
、
帰
入
情
実
、
致
使
該
犯
得
以
稽
誅
年
余
、

理
殊
属
軽
縦
。〕
と
述
べ
、
こ
の
旨
を
受
取
っ
た
後
、
犯
罪
者
を
直
ち
に
処
刑
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
〔
著
接
奉
此
旨
後
、
将
林
中
萃
即
行
正
法
（
６２
）
〕。
こ
こ
で
は
総
督
が
絞
監
候
と
定
擬
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
犯
罪
行
為
と
比
較
し
た
と
き
刑
罰
が
軽
く
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
で
は
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
叱
責
す
る
。「
該
犯
を
一
年
余
り
も
死
刑
を
遅
ら
せ
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
監
候
と
定
擬
し
て
秋
審
で
情
実
に
入
れ
る
場
合
と
請
旨
即
行
正
法
の
場
合
で
の
処
刑
ま
で
に
要
す
る
時
間
差
を
刑
罰
の
軽
重
と
み
な
し
、
今
回
の
案
件
の
場
合
、
絞
監
候
と
定
擬
し
て
秋
審
で
情
実
と
す
る
こ
と
で
は
軽
す
ぎ
る
た
め
請
旨
即
行
正
法
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
叱
責
し
て
い
る
。
以
上
、
監
候
相
当
案
件
で
の
請
旨
即
行
正
法
を
巡
る
乾
隆
帝
の
対
応
に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
よ
り
判
明
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
上
述
の
乾
隆
四
十
一
年
の
山
東
省
で
の
事
件
に
対
す
る
上
諭
の
中
で
乾
隆
帝
が
「
朕
は
裁
判
案
件
を
処
理
す
る
際
は
、
た
だ
公
平
に
当
を
得
る
こ
と
を
期
す
る
の
み
で
、
軽
す
ぎ
た
り
重
す
ぎ
た
り
と
い
っ
た
私
見
を
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
〔
朕

理
庶
獄
、
惟
期
公
当
、
不
肯
稍
存
畸
軽
畸
重
之
見
〕」
と
自
負
す
る
よ
う
に
（
６３
）
、
案
件
ご
と
の
犯
罪
行
為
と
刑
罰
と
の
均
衡
を
第
一
に
考
え
、
そ
の
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脈
に
お
い
て
臣
下
に
よ
る
選
択
を
賞
賛
な
い
し
叱
責
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
刑
罰
の
側
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
監
候
相
当
案
件
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
乾
隆
帝
の
意
向
を
実
現
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
律
例
の
規
定
に
縛
ら
れ
る
限
り
、
同
じ
死
刑
で
あ
っ
て
も
監
候
と
立
決
の
間
に
は
厳
然
と
し
た
格
差
が
存
在
す
る
。
し
か
し
律
例
の
規
定
か
ら
は
監
候
と
し
か
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
犯
罪
内
容
か
ら
す
れ
ば
加
重
的
に
処
罰
す
べ
き
案
件
は
当
然
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一
つ
に
は
律
例
を
改
正
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
が
、
改
正
は
手
続
に
時
間
が
か
か
る
上
、
そ
の
よ
う
な
案
件
が
多
出
す
れ
ば
当
然
裁
判
業
務
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
案
件
ご
と
に
皇
帝
が
加
重
的
に
処
罰
す
る
よ
う
命
じ
る
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
判
断
作
業
の
す
べ
て
を
皇
帝
一
人
が
行
う
こ
と
は
大
変
な
負
担
と
な
る
。
そ
こ
で
そ
の
選
別
を
予
め
官
僚
に
行
わ
せ
、
皇
帝
は
そ
の
適
否
を
判
断
す
る
と
い
う
形
で
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
の
実
現
を
企
図
し
た
の
が
、
こ
こ
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
の
実
現
を
追
及
す
る
あ
ま
り
、
手
続
的
な
側
面
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
否
め
な
い
。
す
な
わ
ち
請
旨
即
行
正
法
を
巡
っ
て
官
僚
を
叱
責
す
る
事
例
を
み
る
と
、
ま
ず
乾
隆
四
十
一
年
の
山
東
省
の
事
例
で
は
、
監
候
相
当
案
件
で
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
こ
と
を
叱
責
し
、
加
重
的
措
置
が
必
要
で
あ
れ
ば
本
年
の
秋
審
で
情
実
に
入
れ
る
べ
き
と
す
る
。
秋
審
で
情
実
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
は
ま
た
別
の
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
秋
審
と
は
清
代
の
刑
事
裁
判
制
度
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
立
つ
皇
帝
が
監
候
と
し
て
裁
可
し
た
後
に
死
刑
を
執
行
す
る
か
否
か
を
再
審
査
す
る
場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
関
心
に
即
し
て
言
え
ば
、
秋
審
で
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
め
ら
れ
よ
う
と
も
律
例
に
よ
り
斬
監
候
と
定
擬
し
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
律
例
に
準
拠
し
た
対
応
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
揺
る
が
な
い
。
そ
し
て
刑
事
裁
判
に
お
い
て
官
僚
に
律
例
の
引
用
を
義
務
付
け
る
刑
律
断
獄
「
断
罪
引
律
令
」
律
の
律
文
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
６４
）
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
乾
隆
帝
の
叱
責
も
ま
た
当
を
得
て
い
る
と
い
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し
か
し
他
の
二
つ
の
事
例
を
み
る
と
、
乾
隆
五
十
三
年
の
四
川
省
の
事
例
は
恭
請
王
命
で
は
な
く
請
旨
即
行
正
法
を
選
択
し
た
こ
と
へ
の
叱
責
で
あ
る
し
、
乾
隆
五
十
六
年
の
甘
粛
省
の
事
例
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
恐
ら
く
請
旨
即
行
正
法
で
は
な
く
律
例
に
従
っ
て
監
候
と
定
擬
し
て
そ
の
ま
ま
上
奏
し
た
こ
と
へ
の
叱
責
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
刑
律
断
獄
「
断
罪
引
律
令
」
律
の
律
文
の
よ
う
な
明
確
な
根
拠
が
見
出
せ
な
い
形
の
叱
責
で
あ
る
。
し
か
も
後
者
に
つ
い
て
は
秋
審
黄
冊
に
含
ま
れ
て
い
た
案
件
で
あ
る
。
秋
審
黄
冊
と
は
秋
審
の
際
に
作
成
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
案
件
は
す
べ
て
皇
帝
に
よ
り
監
候
と
し
て
裁
可
さ
れ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
後
者
の
事
例
に
お
い
て
乾
隆
帝
は
、
一
度
は
自
ら
が
絞
監
候
と
裁
可
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秋
審
の
段
階
に
至
っ
て
官
僚
に
対
し
て
監
候
と
定
擬
す
る
の
み
で
は
不
適
切
と
し
て
叱
責
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
の
叱
責
の
三
事
例
で
共
通
す
る
こ
と
は
犯
罪
内
容
と
刑
罰
の
均
衡
を
求
め
る
と
い
う
一
点
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
続
過
程
は
重
視
し
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
乾
隆
帝
に
と
っ
て
裁
判
の
結
果
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
重
要
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
乾
隆
期
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
が
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
説
明
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
乾
隆
帝
に
と
っ
て
犯
罪
行
為
と
刑
罰
と
の
均
衡
が
確
保
さ
れ
た
案
件
処
理
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
手
続
を
経
て
自
ら
の
下
に
案
件
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
二
次
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
定
擬
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
立
決
・
監
候
の
両
方
で
確
認
で
き
る
事
例
の
み
な
ら
ず
、
律
例
へ
の
参
照
が
確
認
で
き
な
い
事
例
に
お
い
て
も
そ
の
用
例
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
監
候
相
当
案
件
に
お
け
る
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
、
乾
隆
帝
の
対
応
に
検
討
を
加
え
た
。
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
手
続
的
に
は
実
務
レ
ベ
ル
で
も
条
例
の
レ
ベ
ル
で
も
そ
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
監
候
内
部
に
お
い
て
手
続
的
要
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に
よ
る
刑
罰
差
等
化
を
図
る
場
合
に
は
最
も
重
い
刑
罰
を
科
す
方
法
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
こ
こ
よ
り
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
裁
判
の
過
程
で
い
か
な
る
手
続
を
行
う
か
よ
り
も
、
む
し
ろ
裁
判
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
刑
罰
を
与
え
る
か
が
重
視
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
請
旨
即
行
正
法
の
性
格
は
、
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
重
視
す
る
一
方
で
、
従
重
を
容
認
す
る
な
ど
官
僚
の
律
例
へ
の
準
拠
義
務
を
軽
視
し
た
乾
隆
帝
の
対
応
が
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
あ
く
ま
で
も
「
請
旨
」
行
為
一
般
に
還
元
さ
れ
る
も
の
と
し
て
留
め
お
か
れ
、
刑
事
裁
判
制
度
に
お
い
て
特
定
の
手
続
的
内
容
を
有
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
乾
隆
帝
が
死
去
し
嘉
慶
帝
の
親
政
が
開
始
さ
れ
た
。
第
二
節
嘉
慶
帝
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
請
旨
即
行
正
法
を
巡
っ
て
嘉
慶
帝
は
、
親
政
直
後
の
嘉
慶
四
年
の
段
階
で
そ
れ
を
否
定
す
る
も
、
早
く
も
翌
年
に
は
個
々
の
実
務
レ
ベ
ル
で
そ
れ
を
容
認
し
、
嘉
慶
九
年
以
降
に
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
条
例
を
制
定
し
て
そ
の
制
度
化
を
図
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
る
と
、
乾
隆
期
に
行
わ
れ
た
請
旨
即
行
正
法
が
嘉
慶
期
に
一
時
的
に
否
定
さ
れ
た
後
に
再
度
復
活
し
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
嘉
慶
四
年
上
諭
は
親
政
直
後
の
勇
み
足
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
嘉
慶
帝
に
よ
る
請
旨
即
行
正
法
の
否
定
は
、
嘉
慶
四
年
上
諭
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
重
の
よ
う
な
本
来
適
用
す
べ
き
律
例
に
準
拠
し
な
い
処
置
を
否
定
す
る
文
脈
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
処
置
の
否
定
は
請
旨
即
行
正
法
が
条
例
化
さ
れ
た
後
で
も
一
貫
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
嘉
慶
十
﹇
一
八
〇
五
﹈
年
の
上
諭
で
は
、
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刑
名
事
件
で
従
重
を
認
め
な
い
理
由
は
、
も
と
よ
り
罪
を
科
す
る
に
は
お
の
ず
か
ら
定
例
が
有
る
た
め
、
律
外
に
加
等
し
て
定
擬
し
て
平
允
を
失
う
こ
と
を
致
さ
ざ
る
た
め
で
あ
る
。
〔
刑
名
事
件
、
所
以
不
准
従
重
者
、
原
以
科
罪
自
有
定
例
、
不
得
於
律
外
加
等
問
擬
、
致
失
平
允
。〕
と
述
べ
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
従
重
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
官
僚
が
律
例
に
準
拠
し
て
処
理
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
近
来
、
外
省
が
案
件
を
処
理
す
る
際
、
往
々
に
し
て
寛
厚
の
名
を
博
さ
ん
と
欲
し
て
、
律
に
掲
載
さ
れ
る
犯
罪
者
が
ま
さ
に
得
る
べ
き
罪
名
を
、
こ
れ
を
置
い
て
論
ぜ
ず
、
転
じ
て
他
条
を
援
引
し
て
、
軽
く
処
罰
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
姑
息
な
見
解
で
あ
る
が
、
各
省
皆
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
近
来
外
省

案
、
往
往
欲
博
寛
厚
之
名
、
於
律
載
案
犯
応
得
罪
名
、
置
之
不
論
、
転
援
引
他
条
、
思
為
末
減
。
是
乃
姑
息
之
見
、
各
省
皆
然
。〕
と
指
摘
し
、
官
僚
が
本
来
適
用
す
べ
き
律
例
を
用
い
ず
に
別
の
律
例
を
用
い
る
こ
と
を
「
姑
息
」
と
し
て
批
判
す
る
（
６５
）
。
ま
た
嘉
慶
十
六
﹇
一
八
一
一
﹈
年
の
上
諭
で
は
、
罪
名
を
定
擬
す
る
際
は
、
と
り
わ
け
情
に
準
じ
て
理
を
酌
み
、
律
に
按
じ
て
援
引
す
べ
き
で
あ
り
、
故
意
に
軽
重
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
旨
を
下
し
「
罪
を
覆
う
に
足
り
な
い
」
及
び
「
従
重
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
〔
至
於
定
擬
罪
名
、
尤
応
準
情
酌
理
、
按
律
援
引
、
不
得
意
為
重
軽
。
前
曾
降
旨
、
禁
用
「
不
足
蔽
辜
」
及
「
従
重
」
字
様
。〕
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述
べ
、
官
僚
は
案
件
処
理
の
際
に
律
例
に
準
拠
す
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
文
脈
に
お
い
て
嘉
慶
四
年
上
諭
で
従
重
な
ど
を
禁
止
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
近
来
、
裁
判
を
担
当
す
る
各
官
庁
は
、
ま
た
次
第
に
「
僅
か
に
本
律
に
照
ら
し
て
、
軽
く
放
縦
す
る
こ
と
を
致
す
の
は
望
ま
し
く
な
い
の
で
、
某
律
に
照
ら
し
て
定
擬
す
る
こ
と
を
請
う
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
律
の
外
に
お
い
て
、
そ
の
詞
を
抑
揚
し
、
故
意
に
曲
が
っ
た
こ
と
を
書
く
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
刑
罰
の
平
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
永
遠
に
禁
止
し
て
、
も
っ
て
流
弊
を
絶
つ
べ
し
。
〔
近
来
問
刑
各
衙
門
、
又
漸
有
用
「
未
便
僅
照
本
律
、
致
滋
軽
縦
、
請
照
某
律
定
擬
」
字
様
者
。
是
於
本
律
之
外
、
抑
揚
其
詞
、
深
文
曲
筆
、
又
何
以
昭
刑
罰
之
平
。
亦
宜
永
遠
禁
止
、
以
絶
流
弊
。〕
と
、
近
年
の
官
僚
の
対
応
は
律
例
に
準
拠
す
る
も
の
で
は
な
い
と
非
難
し
、
改
め
て
こ
れ
を
禁
じ
て
い
る
（
６６
）
。
こ
の
よ
う
に
請
旨
即
行
正
法
が
条
例
化
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
嘉
慶
四
年
上
諭
の
内
容
、
す
な
わ
ち
官
僚
は
律
例
に
準
拠
し
て
定
擬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
上
諭
が
何
度
も
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
嘉
慶
帝
の
対
応
は
一
貫
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
嘉
慶
五
年
以
降
に
確
認
で
き
る
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
、
当
然
に
嘉
慶
四
年
上
諭
の
内
容
を
前
提
に
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
嘉
慶
帝
は
、
他
方
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
律
例
へ
の
準
拠
の
み
を
重
視
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
嘉
慶
四
﹇
一
七
九
九
﹈
年
九
月
に
次
の
上
諭
を
下
し
て
い
る
（
６７
）
。
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朕
は
親
政
を
始
め
て
以
来
、
何
度
も
諭
で
命
令
し
、
裁
判
を
担
当
す
る
各
官
庁
が
「
雖
」・「
但
」
の
表
現
を
勝
手
に
用
い
る
こ
と
や
、
定
例
の
外
側
で
従
重
の
条
を
援
引
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
き
た
。
思
う
に
、
犯
罪
の
情
況
を
考
え
て
適
用
す
べ
き
律
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
務
め
て
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
こ
に
高
低
が
存
在
し
え
よ
う
か
。
も
し
先
の
旨
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
督
撫
等
が
裁
判
を
審
理
す
る
に
あ
た
っ
て
寛
大
に
偏
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ば
、
ど
う
し
て
朕
の
考
え
を
誤
解
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
か
。
〔
朕
自
親
政
以
来
、
節
次
飭
諭
、
問
刑
衙
門
、
不
得
擅
用
「
雖
」・「
但
」
字
様
、
及
例
外
援
引
従
重
之
条
。
蓋
以
原
情
定
律
、
務
協
情
法
之
平
、
豈
可
稍
存
軒
輊
。
若
因
有
前
旨
、
而
督
撫
等

理
刑
名
、
偏
於
寛
厚
、
豈
非
誤
会
朕
意
乎
。〕
こ
こ
で
嘉
慶
帝
は
必
ず
し
も
明
示
的
で
は
な
い
も
の
の
嘉
慶
四
年
上
諭
に
つ
い
て
論
評
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
嘉
慶
四
年
上
諭
を
下
し
た
目
的
は
、
あ
く
ま
で
も
刑
事
裁
判
に
お
け
る
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
の
実
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
段
と
し
て
従
重
な
ど
官
僚
に
よ
る
律
例
の
恣
意
的
な
適
用
の
排
除
を
試
み
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
請
旨
即
行
正
法
の
事
例
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
く
嘉
慶
四
年
の
台
湾
に
お
け
る
戌
兵
の
騒
擾
事
件
に
お
い
て
、
台
湾
鎮
総
兵
は
恭
請
王
命
を
選
択
せ
ず
に
定
擬
を
し
て
上
奏
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
嘉
慶
帝
は
、
こ
れ
は
先
に
「
そ
れ
ぞ
れ
本
律
に
按
じ
て
治
罪
せ
よ
。『
雖
』・『
但
』
と
い
っ
た
抑
揚
文
字
を
用
い
る
こ
と
は
認
め
な
い
」
と
い
う
諭
旨
を
奉
じ
た
こ
と
に
拘
泥
し
、
案
情
の
軽
重
を
考
え
ず
一
律
に
旨
を
請
い
て
遵
照
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
当
を
得
て
い
な
い
。
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〔
是
竟
拘
泥
前
此
奉
有
「
各
按
本
律
治
罪
。
不
准
用
『
雖
』・『
但
』
抑
揚
字
面
」
之
諭
旨
、
即
不
問
案
情
軽
重
、
一
律
請
旨
遵
行
。
殊
為
失
当
。〕
と
い
う
上
諭
を
下
し
、案
件
の
軽
重
を
考
え
ず
に
一
律
に
律
例
に
準
拠
し
て
皇
帝
の
裁
可
を
求
め
る
対
応
を
嘉
慶
四
年
上
諭
に「
拘
泥
」
す
る
も
の
と
し
て
叱
責
す
る
（
６８
）
。
こ
の
よ
う
に
嘉
慶
帝
は
他
方
に
お
い
て
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
重
視
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
嘉
慶
期
の
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
、
乾
隆
期
と
同
様
、
手
続
に
要
す
る
時
間
に
基
づ
く
刑
罰
差
等
化
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
見
な
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
直
接
言
及
す
る
史
料
で
は
な
い
も
の
の
、
嘉
慶
十
﹇
一
八
〇
五
﹈
年
に
殺
人
の
案
件
で
刑
部
が
斬
監
候
に
定
擬
し
て
覆
奏
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
嘉
慶
帝
が
、
刑
部
は
巡
撫
の
律
に
よ
る
定
擬
に
照
ら
し
て
斬
監
候
と
し
た
が
、
将
来
の
秋
審
の
時
に
は
、
自
ら
必
ず
予
勾
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
情
節
を
考
え
る
に
、
実
に
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
劉
其
品
一
犯
は
直
ち
に
処
刑
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
〔
刑
部
照
該
撫
所
擬
律
応
斬
候
、
将
来
秋
審
上
時
、
自
必
予
勾
。
但
核
其
情
節
、
実
為
可
悪
、
所
有
劉
其
品
一
犯
、
著
即
行
正
法
。〕
と
い
う
旨
を
下
し
た
事
例
が
着
目
さ
れ
る
（
６９
）
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
嘉
慶
帝
は
、
こ
の
案
件
の
場
合
は
秋
審
に
か
け
て
も
必
ず
死
刑
の
執
行
命
令
を
下
す
こ
と
に
な
る
が
、
犯
罪
状
況
が
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
に
秋
審
を
待
つ
こ
と
な
く
即
時
執
行
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
旨
は
同
年
閏
六
月
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
り
に
こ
の
案
件
が
秋
審
に
か
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
秋
審
案
件
で
の
死
刑
執
行
は
「
霜
降
」
後
「
冬
至
」
前
と
定
め
ら
れ
42
て
い
る
た
め
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
の
は
早
く
て
も
三
ヶ
月
以
上
先
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
旨
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
命
じ
た
こ
と
で
執
行
時
期
が
そ
の
分
だ
け
前
倒
し
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
間
の
格
差
に
は
他
の
案
件
と
比
較
し
て
「
憎
む
べ
き
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
犯
罪
行
為
の
評
価
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
乾
隆
期
と
同
様
、
死
刑
を
科
す
ま
で
の
手
続
に
要
す
る
時
間
の
格
差
が
刑
罰
の
軽
重
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
案
件
で
は
よ
り
重
い
刑
罰
を
科
す
べ
く
皇
帝
の
旨
に
よ
り
死
刑
の
即
時
執
行
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
も
し
嘉
慶
帝
が
こ
の
事
例
に
お
い
て
今
後
も
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
を
命
じ
た
な
ら
ば
、
そ
の
内
実
は
律
に
よ
り
斬
監
候
と
定
擬
し
て
そ
の
即
時
執
行
を
奏
請
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
れ
は
官
僚
に
対
し
て
請
旨
即
行
正
法
を
命
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
よ
り
嘉
慶
期
の
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
、
乾
隆
期
と
同
様
、
監
候
と
定
擬
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
内
部
に
お
い
て
手
続
的
に
刑
罰
差
等
化
を
図
る
場
合
、
最
も
重
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
可
能
な
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
上
の
嘉
慶
帝
の
対
応
を
踏
ま
え
て
当
時
の
請
旨
即
行
正
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
清
代
刑
事
裁
判
上
の
一
手
続
と
し
て
の
「
請
旨
即
行
正
法
」
の
確
立
を
直
接
的
に
現
出
し
た
の
は
、
逆
説
的
な
が
ら
結
果
と
し
て
は
嘉
慶
四
年
上
諭
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
刑
事
裁
判
制
度
に
お
け
る
官
僚
の
役
割
と
し
て
律
例
に
準
拠
し
て
定
擬
を
行
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
嘉
慶
四
年
上
諭
は
、
一
時
的
に
は
乾
隆
期
以
来
の
請
旨
即
行
正
法
を
否
定
す
る
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
嘉
慶
期
に
な
っ
た
か
ら
と
て
案
件
が
極
端
に
減
少
す
る
訳
で
は
な
い
た
め
、
絶
対
的
法
定
刑
主
義
を
採
用
す
る
律
例
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
改
め
な
い
限
り
、
律
例
の
制
定
・
改
廃
の
み
で
は
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
の
刑
罰
差
等
化
が
追
い
つ
か
な
い
。
そ
こ
に
は
必
然
的
に
、
乾
隆
期
と
同
様
、
何
か
し
ら
手
続
的
要
素
に
よ
る
刑
罰
差
等
化
が
必
要
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
度
請
旨
即
行
正
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
律
例
へ
の
遵
守
を
強
調
す
る
嘉
慶
四
年
諭
旨
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
、
刑
事
裁
判
制
度
に
お
い
て
官
僚
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案
件
を
処
理
す
る
に
際
し
て
律
例
に
準
拠
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
そ
れ
が
請
旨
即
行
正
法
の
手
続
と
し
て
律
例
に
よ
り
監
候
と
定
擬
し
た
上
で
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
方
法
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
嘉
慶
四
年
上
諭
は
、
そ
の
文
脈
で
請
旨
即
行
正
法
を
否
定
す
る
と
い
う
表
面
上
な
効
果
と
は
逆
に
請
旨
即
行
正
法
の
手
続
的
な
限
定
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
嘉
慶
期
以
降
の
請
旨
即
行
正
法
は
一
部
が
条
例
へ
纂
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、
条
例
外
に
お
い
て
も
官
僚
の
判
断
で
用
い
る
べ
き
方
法
と
し
て
定
着
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
請
旨
即
行
正
法
は
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
こ
と
を
指
す
が
、
清
代
に
お
い
て
は
立
決
と
定
擬
し
て
上
奏
す
れ
ば
そ
れ
が
す
な
わ
ち
死
刑
の
即
時
執
行
の
奏
請
と
な
っ
た
た
め
、
特
に
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
立
決
の
場
合
に
付
さ
れ
る
単
な
る
即
時
執
行
の
形
容
に
過
ぎ
な
い
か
、
あ
る
い
は
律
例
に
準
拠
し
て
定
擬
す
る
と
犯
罪
に
対
し
て
刑
罰
が
軽
す
ぎ
る
場
合
や
律
例
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
皇
帝
の
判
断
に
よ
り
死
刑
の
即
時
執
行
を
行
う
た
め
の
方
法
と
し
て
存
在
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
唯
一
制
定
さ
れ
た
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
す
る
条
例
に
お
い
て
も
、
そ
の
手
続
内
容
に
つ
い
て
は
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
乾
隆
期
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
官
僚
が
皇
帝
の
裁
可
を
請
う「
請
旨
」
行
為
一
般
の
な
か
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
。
嘉
慶
期
に
な
る
と
、
請
旨
即
行
正
法
は
裁
判
に
お
い
て
官
僚
の
律
例
へ
の
準
拠
を
命
じ
る
嘉
慶
四
年
上
諭
に
よ
っ
て
一
度
は
否
定
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
、
嘉
慶
四
年
上
諭
の
内
容
に
即
し
た
形
で
再
度
用
い
ら
れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の
条
例
に
も
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
段
階
で
の
請
旨
即
行
正
法
は
、
立
決
の
形
容
な
ど
で
は
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
手
続
的
に
律
例
に
準
拠
し
て
監
候
と
定
擬
し
44
て
死
刑
の
即
時
執
行
を
奏
請
す
る
と
い
う
方
法
に
限
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
至
っ
て
清
代
死
刑
裁
判
制
度
の
一
手
続
と
し
て
の
請
旨
即
行
正
法
が
確
立
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
嘉
慶
期
に
お
い
て
請
旨
即
行
正
法
そ
れ
自
体
が
否
定
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
請
旨
即
行
正
法
が
手
続
に
よ
る
刑
罰
差
等
化
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
清
代
の
律
例
は
犯
罪
が
認
定
さ
れ
れ
ば
そ
の
ま
ま
科
す
べ
き
刑
罰
ま
で
確
定
す
る
絶
対
的
法
定
刑
主
義
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
犯
罪
行
為
と
刑
罰
の
均
衡
を
実
現
す
る
た
め
に
は
刑
罰
の
目
盛
り
を
細
分
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
立
法
に
よ
り
細
分
化
を
図
る
こ
と
に
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
乾
隆
期
以
降
、
手
続
に
よ
る
刑
罰
差
等
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
７０
）
。
請
旨
即
行
正
法
も
ま
た
監
候
と
定
擬
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
実
際
に
処
刑
を
行
う
ま
で
の
手
続
に
要
す
る
時
間
の
格
差
に
よ
り
通
常
の
監
候
よ
り
も
重
い
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
成
文
法
を
制
定
・
改
正
す
る
こ
と
な
く
手
続
に
よ
り
刑
罰
差
等
化
を
実
現
す
る
有
用
な
方
法
に
な
り
得
た
。
そ
の
た
め
嘉
慶
期
以
降
、
全
否
定
に
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
具
体
的
な
手
続
内
容
を
確
定
し
て
そ
れ
を
用
い
る
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
請
旨
即
行
正
法
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
大
き
く
乾
隆
期
と
嘉
慶
期
に
お
け
る
裁
判
を
巡
る
対
応
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
乾
隆
・
嘉
慶
の
両
時
期
を
通
じ
て
犯
罪
行
為
と
量
刑
の
均
衡
の
実
現
が
第
一
の
目
的
と
さ
れ
た
こ
と
は
共
通
す
る
も
の
の
、
乾
隆
期
に
お
い
て
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
皇
帝
の
み
な
ら
ず
官
僚
も
ま
た
時
に
律
例
の
規
定
に
準
拠
し
な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
嘉
慶
期
に
お
い
て
は
む
し
ろ
そ
の
役
割
は
皇
帝
が
独
占
す
る
も
の
で
、
官
僚
は
律
例
に
準
拠
す
る
こ
と
が
そ
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
強
調
さ
れ
た
。
つ
ま
り
乾
隆
期
に
お
い
て
は
裁
判
を
巡
っ
て
皇
帝
と
官
僚
の
両
者
が
一
定
程
度
同
様
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
が
、
嘉
慶
期
に
お
い
て
は
む
し
ろ
両
者
の
役
割
が
峻
別
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
違
い
は
清
代
の
刑
事
裁
判
制
度
全
体
に
通
有
す
る
性
格
を
前
提
と
し
た
時
期
毎
の
差
異
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
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ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
何
故
に
そ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
の
か
に
つ
き
、
そ
の
す
べ
て
を
皇
帝
の
対
応
の
み
に
還
元
せ
ず
当
時
の
社
会
背
景
ま
で
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
今
後
清
代
の
裁
判
制
度
全
体
を
解
明
す
る
作
業
に
お
い
て
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１
）
以
下
に
述
べ
る
清
代
の
裁
判
制
度
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
秀
三
『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』（
創
文
社
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
（
２
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』（
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
二
〜
一
九
八
八
年
）
三
十
九
輯
二
三
五
頁
、「
湖
南
巡
撫
顔
希
深
奏
為
審
擬
邵
陽
県
民
過
失
致
父
死
亡
案
摺
」（
乾
隆
四
十
二
年
六
月
二
十
八
日
）。
（
３
）
こ
の
事
例
に
つ
い
て
い
え
ば
、
条
例
の
全
文
は
「
子
孫
過
失
殺
祖
父
母
・
父
母
者
、
擬
絞
立
決
」
で
あ
り
、「
孫
」
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
祖
父
母
」
な
ど
を
省
略
し
て
い
る
。
（
４
）
律
例
の
引
用
箇
所
で
科
す
べ
き
刑
罰
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
反
復
表
現
を
避
け
る
た
め
に
「
擬
」
以
下
の
部
分
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
（
５
）
監
候
案
件
で
実
際
に
死
刑
を
科
す
か
否
か
を
再
審
理
す
る
秋
審
に
関
し
て
は
、
近
年
数
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
の
内
容
と
直
接
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
赤
城
美
恵
子
「
清
朝
秋
審
に
お
け
る
入
に
つ
い
て
」（『
中
国
―
―
社
会
と
文
化
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
五
年
）
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。
（
６
）
こ
の
ほ
か
、
斬
に
は
「
梟
示
」
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
（
７
）
刑
律
断
獄
「
断
罪
引
律
令
」
律
の
律
文
。
（
８
）
『
乾

朝
上
諭
』（
案
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
前
言
。
（
９
）
死
刑
を
執
行
す
る
こ
と
を
史
料
上
「
正
法
」
と
い
う
（
前
掲
滋
賀
著
書
、
三
十
九
頁
）。
（
１０
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
冊
一
六
一
（
嘉
慶
四
年
二
月
十
五
日
）。
（
１１
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
二
十
七
輯
三
九
一
頁
、「
陜
甘
総
督
呉
達
善
奏
為
拏
獲
窩
賊
匪
党
遵
旨
厳
審
定
擬
摺
」（
乾
隆
三
十
二
年
七
月
二
十
四
日
）。
（
１２
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
四
十
二
年
六
月
二
十
四
日
（
八
冊
一
七
八
六
）。
（
１３
）
刑
律
賊
盗
「
窃
盗
」
律
の
律
文
に
は
「
窃
盗
已
行
…
一
百
二
十
両
以
上
、
絞
（
監
候
）」
と
あ
り
、
一
二
〇
両
以
上
の
窃
盗
で
の
絞
監
候
を
規
定
す
る
が
、
史
料
原
文
の
律
文
引
用
箇
所
で
は
「
絞
監
候
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
（
１４
）
註
十
一
所
掲
史
料
。
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（
１５
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
三
十
二
年
閏
七
月
十
日
（
五
冊
四
七
〇
）。
（
１６
）
請
旨
即
行
正
法
は
、
発
遣
な
ど
に
処
せ
ら
れ
た
犯
罪
者
が
配
所
か
ら
逃
亡
し
た
場
合
や
配
所
で
犯
罪
を
し
た
場
合
で
も
数
多
く
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
す
で
に
判
決
が
下
さ
れ
て
刑
罰
が
執
行
さ
れ
て
い
る
案
件
に
お
け
る
再
犯
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
を
対
象
と
す
る
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
今
回
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
す
べ
て
除
外
す
る
。
（
１７
）
註
二
所
掲
史
料
。
（
１８
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
四
十
二
年
七
月
二
十
一
日
（
八
冊
一
八
五
七
）。
（
１９
）
比
附
に
つ
い
て
は
、
中
村
茂
夫
『
清
代
刑
法
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
第
二
章
「
比
附
の
機
能
」
を
参
照
。
（
２０
）
通
常
、
律
文
は
夾
註
に
て
監
候
・
立
決
い
ず
れ
か
を
明
示
す
る
が
、
こ
の
律
文
の
よ
う
に
夾
註
を
欠
く
場
合
は
立
決
を
意
味
す
る
（
前
掲
滋
賀
著
書
、
四
十
二
頁
註
六
十
三
）。
（
２１
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
二
十
三
輯
五
頁
、「
江
西
巡
撫
輔
徳
奏
為
審
擬
藐
法
之
棚
民
参
革
諱
飾
之
知
県
以
昭
炯
戒
摺
」（
乾
隆
二
十
九
年
十
月
十
八
日
）。
（
２２
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
二
十
九
年
十
一
月
九
日
（
四
冊
一
五
〇
三
）。
（
２３
）
高
見
澤
磨
「
罪
観
念
と
制
裁
―
―
中
国
に
お
け
る
も
め
ご
と
と
裁
き
と
か
ら
―
―
」（『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）。
（
２４
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
十
九
輯
六
五
七
頁
、「
浙
総
督
楊
廷
璋
奏
為
審
擬
奸
徒
鄭
桂
頂
名
渡
台
假
冒
職
官
騙
銀
銭
摺
」（
乾

二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
）。
（
２５
）
恭
請
王
命
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
恭
請
王
命
考
―
―
清
代
死
刑
裁
判
に
お
け
る
「
権
宜
」
と
「
定
例
」
―
―
」（『
法
制
史
研
究
』
五
十
四
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
（
２６
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
四
十
七
輯
一
三
八
頁
、「
江
西
巡
撫
碩
奏
為
審
擬
楽
安
県
民
聚
衆
殴
官
案
情
形
摺
」（
乾
隆
四
十
四
年
三
月
十
三
日
）。
（
２７
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
四
十
四
年
三
月
二
十
四
日
（
九
冊
一
五
〇
八
）。
（
２８
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
十
三
輯
四
一
三
頁
、「
署
理
両
江
総
督
尹
継
善
奏
報
朱
思
藻
編
四
書
成
語
成
時
文
大
肆
誹
謗
請
正
法
摺
」（
乾
隆
二
十
一
年
正
月
四
日
）。
（
２９
）
内
閣
学
士
で
あ
っ
た
胡
中
藻
は
、
詩
賦
に
よ
り
朝
政
を
誹
謗
し
た
罪
で
乾
隆
二
十
年
に
斬
刑
に
処
さ
れ
た（『
高
宗
実
録
』
巻
四
八
六
、
乾
隆
二
十
年
四
月
甲
寅
な
ど
を
参
照
）。
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（
３０
）
以
上
、『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
二
十
一
年
正
月
十
九
日
（
二
冊
三
五
五
六
）。
（
３１
）
発
遣
犯
の
逃
亡
や
犯
罪
に
対
し
て
請
旨
即
行
正
法
を
規
定
し
た
条
例
で
あ
れ
ば
、
乾
隆
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
名
例
「
徒
流
遷
徙
地
方
」
律
の
条
例
を
初
出
と
し
て
、
乾
隆
期
に
い
く
つ
か
存
在
す
る
（
兵
律
軍
政
「
従
征
守
御
官
軍
逃
」
律
の
条
例
、
刑
律
賊
盗
「
強
盗
」
律
の
条
例
、
刑
律
捕
亡
「
徒
流
人
逃
」
律
の
条
例
な
ど
）。
な
お
註
十
六
を
参
照
。
（
３２
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
三
十
八
輯
四
五
二
頁
、「
阿
桂
等
奏
報
酌
定
緬
匪
邊
境
事
宜
事
」（
乾
隆
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日
）。
（
３３
）
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
五
十
、
兵
律
関
津
「
私
越
冒
度
関
津
」
律
。
（
３４
）
『
読
例
存
疑
』
巻
二
十
二
、
兵
律
関
津
「
私
越
冒
度
関
津
」
律
、
条
例
附
載
按
語
。
（
３５
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
四
冊
五
十
五
（
嘉
慶
四
年
正
月
十
五
日
）。
（
３６
）
こ
の
上
諭
を
受
け
て
名
例
「
加
減
罪
例
」
律
の
条
例
が
改
定
さ
れ
た
。
（
３７
）
嘉
慶
四
年
上
諭
が
秋
審
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
掲
赤
城
論
文
を
参
照
。
（
３８
）
註
十
所
掲
史
料
。
秋
審
の
入
に
つ
い
て
は
前
掲
赤
城
論
文
を
参
照
。
（
３９
）
「
会
匪
羅
名
揚
な
ど
の
各
案
」
と
は
、
同
年
正
月
三
十
日
の
浙
総
督
等
の
奏
摺（『
清
代
秘
密
結
社
案
輯
印
』〔
中
国
言
実
出
版
社
、
一
九
九
九
年
〕
二
二
三
五
頁
、
玉
徳
等
「
審
擬
浦
城
県
天
地
会
首
羅
名
揚
等
」〔
嘉
慶
五
年
正
月
三
十
日
、
録
副
奏
摺
〕）
に
現
わ
れ
る
案
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
総
督
は
羅
名
揚
な
ど
を
同
様
に
絞
監
候
に
定
擬
し
た
上
で
〔
倶
合
依
「
左
道
異
端
煽
惑
民
人
、
為
首
者
絞
」
律
、
擬
絞
監
候
〕、
死
刑
を
早
め
る
べ
き
と
の
考
え
か
ら
そ
の
即
時
執
行
の
可
否
に
つ
い
て
皇
帝
の
裁
可
を
仰
い
で
い
る
〔
査
羅
名
揚
等
、
本
係
例
応
情
実
之
犯
。
海
浜
重
地
、
此
等
匪
徒
未
便
久
禁
獄
中
、
以
致
別
生
事
端
。
可
否
即
行
処
決
、
以
昭
懲
、
恭
候
諭
旨
遵
行
〕。
こ
の
案
件
が
今
回
先
例
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
は
こ
こ
で
死
刑
の
即
時
執
行
を
裁
可
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
４０
）
『
清
代
秘
密
結
社
案
輯
印
』
二
三
一
六
頁
、
玉
徳
等
「
審

僧
弗
性
等
結
立
天
地
会
案
」（
嘉
慶
五
年
八
月
二
十
五
日
、
朱
批
奏
摺
）。
（
４１
）
同
前
。
（
４２
）
こ
の
事
件
は
河
南
省
光
州
息
県
で
発
生
し
た
た
め
、
省
内
の
覆
審
過
程
と
し
て
は
息
県
↓
光
州
↓
按
察
使
↓
巡
撫
と
な
る
。
ま
た
委
員
と
は
一
般
に
官
僚
候
補
に
特
定
の
業
務
を
さ
せ
る
場
合
に
任
命
す
る
も
の
で
、
清
代
後
半
に
な
る
と
裁
判
関
係
業
務
で
委
員
を
用
い
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
息
県
か
ら
光
州
を
経
て
上
が
っ
て
き
た
案
件
を
ま
ず
委
員
に
覆
審
さ
せ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
巡
撫
と
按
察
使
代
理
が
共
同
で
覆
審
し
た
と
思
わ
れ
る
。
（
４３
）
『
宮
中
嘉
慶
朝
奏
摺
』（
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
本
）
十
輯
六
五
六
頁
、
河
南
巡
撫
顔
検
「
奏
為
兇
犯
黄
奉
章
已
被
獲
復
人
命
請
旨
即
行
正
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事
」（
嘉
慶
六
年
十
月
十
一
日
）。
（
４４
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
六
冊
一
一
八
八
（
嘉
慶
六
年
十
月
十
七
日
）。
（
４５
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
六
冊
一
二
八
六
（
嘉
慶
六
年
十
一
月
十
一
日
）。
こ
の
上
諭
で
は
雲
貴
総
督
が
律
例
の
ど
の
条
文
に
準
拠
し
て
定
擬
し
た
か
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
上
諭
内
の
表
現
に
お
い
て
も
律
と
条
例
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
総
督
が
準
拠
し
た
条
文
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
案
件
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
兵
律
軍
政
「
主
将
不
固
守
」
律
の
律
文
あ
る
い
は
条
例
か
と
思
わ
れ
る
。
（
４６
）
『
大
清
律
例
按
語
』
巻
八
十
七
、
刑
律
捕
亡
「
罪
人
拒
捕
」
律
。
こ
の
案
件
は
刑
部
や
河
南
巡
撫
が
準
拠
し
た
律
例
の
条
文
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
案
件
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
刑
律
闘
殴
「
殴
大
功
以
下
尊
長
」
律
の
律
文
と
考
え
ら
れ
る
。
（
４７
）
「
姦
に
よ
り
」
の
部
分
は
、
嘉
慶
九
年
十
一
月
に
刑
部
が
審
理
し
た
姦
通
に
よ
り
麻
の
服
兄
を
拒
殺
し
た
案
件
に
お
い
て
、
前
年
の
皇
帝
の
命
令
に
従
っ
て
請
旨
即
行
正
法
と
し
た
こ
と
よ
り
、
対
象
案
件
の
一
類
型
と
し
て
条
例
に
も
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
註
所
掲
史
料
参
照
。
（
４８
）
「
謀
殺
期
親
尊
長
正
犯
、
罪
応
凌
遅
処
死
者
、
為
従
加
功
之
犯
、
擬
以
絞
候
、
請
旨
即
行
正
法
」。
こ
こ
で
の
「
擬
以
絞
候
」
は
、
刑
律
賊
盗
「
謀
殺
人
」
律
の
律
文
「
凡
謀
殺
人
…
従
而
加
功
者
、
絞
（
監
候
）」
に
依
拠
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
４９
）
「
凡
兵
丁
謀
故
殺
本
管
官
之
案
、
若
兵
丁
係
犯
罪
之
人
、
而
本
管
官
亦
係
同
犯
罪
者
、
将
該
兵
丁
照
例
擬
斬
監
候
、
請
旨
即
行
正
法
」。
こ
こ
で
の
「
例
」
は
同
律
の
他
の
条
例
に
あ
る
「
軍
民
人
等
殴
傷
本
管
官
及
非
本
管
官
…
或
本
管
官
与
軍
民
人
等
飲
酒
、
賭
博
、
宿
娼
、
自
取
陵
辱
者
、
倶
照
凡
闘
定
擬
」
と
い
う
部
分
を
指
し
、
こ
こ
に
あ
る
「
照
凡
闘
」
と
い
う
箇
所
よ
り
、
科
す
べ
き
刑
罰
を
規
定
す
る
条
文
と
し
て
刑
律
人
命
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
律
の
律
文
「
故
殺
者
、
斬
（
監
候
）」
が
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
５０
）
「
凡
謀
故
闘
殴
殺
人
、
罪
止
斬
、
絞
監
候
之
犯
、
若
於
殺
人
後
挟
忿
逞
凶
将
屍
頭
四
肢
全
行
割
落
、
及
剖
腹
取
臓
擲
棄
者
、
倶
各
照
本
律
例
擬
罪
、
請
旨
即
行
正
法
」。
こ
こ
に
あ
る
「
本
律
例
」
と
は
謀
殺
・
故
殺
・
闘
殴
殺
で
監
候
を
規
定
す
る
す
べ
て
の
律
例
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
例
え
ば
刑
律
人
命
「
謀
殺
人
」
律
の
律
文
「
凡
謀
殺
人
、
造
意
者
、
斬
（
監
候
）」
や
、
刑
律
人
命
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
律
の
律
文
「
凡
鬪
毆
殺
人
者
、
不
問
手
足
、
他
物
、
金
刃
、
並
絞
（
監
候
）。
故
殺
者
、
斬
（
監
候
）」
な
ど
）。
（
５１
）
「
凡
失
守
城
池
之
案
、
如
係
兵
餉
充
足
、
不
行
固
守
、
一
聞
賊
警
、
棄
城
先
逃
者
、
将
専
城
武
職
及
守
土
州
県
、
均
按
本
例
擬
斬
監
候
、
請
旨
即
行
正
法
」。
こ
こ
で
の
「
本
例
」
は
、
同
律
の
他
の
条
例
「
凡
沿
辺
沿
海
及
腹
裏
州
県
、
与
武
職
同
城
、
若
遇
辺
警
及
盗
賊
生
発
攻
囲
、
不
行
固
守
而
輒
棄
去
、
及
守
備
不
設
被
賊
攻
陥
城
池
、
劫
殺
焚
焼
者
、
除
専
城
武
職
照
本
律
擬
斬
監
候
外
、
其
守
土
州
県
、
亦
照
守
辺
将
帥
失
陥
城
寨
律
、
擬
斬
監
候
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
５２
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
十
冊
五
七
八
（
嘉
慶
十
年
五
月
二
十
日
）。
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（
５３
）
『
那
文
毅
公
奏
議
』
巻
五
十
五
。
こ
の
史
料
は
那
彦
成
の
上
奏
文
等
を
収
録
し
て
い
る
が
、
彼
は
こ
の
当
時
刑
部
尚
書
の
任
に
あ
っ
た
。
（
５４
）
『
読
例
存
疑
』
巻
四
十
九
、
刑
律
断
獄
「
有
司
決
囚
等
第
」
律
、
条
例
附
載
按
語
。
（
５５
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
五
十
五
年
九
月
十
九
日
（
十
五
冊
二
〇
六
六
）。
こ
こ
で
は
浙
総
督
が
定
擬
の
際
に
準
拠
し
た
条
例
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
案
件
を
契
機
に
刑
律
捕
亡
「
罪
人
拒
捕
」
律
の
条
例
が
改
正
さ
れ
て
い
る
た
め（『
大
清
律
例
按
語
』
巻
六
十
六
、
刑
律
捕
亡
「
罪
人
拒
捕
」
律
）、
こ
こ
で
浙
総
督
が
準
拠
し
た
の
は
改
正
前
の
同
条
例
で
あ
ろ
う
。
（
５６
）
同
前
。
（
５７
）
こ
の
案
件
に
お
い
て
総
督
は
、
犯
罪
者
が
病
気
の
た
め
皇
帝
の
裁
可
を
待
つ
こ
と
な
く
死
刑
を
執
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
、
立
決
と
定
擬
し
て
上
奏
し
た
場
合
、
処
刑
以
前
に
病
死
す
る
と
戒
め
に
な
ら
な
い
こ
と
よ
り
往
々
に
し
て
用
い
ら
れ
た
実
務
上
の
対
応
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
皇
帝
も
特
に
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
（
５８
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
三
十
九
輯
一
二
二
頁
、「
護
理
山
東
巡
撫
国
泰
奏
報
審
明
調
姦
拒
捕
逞
兇
斃
命
之
犯
従
重
按
擬
摺
」（
乾
隆
四
十
二
年
六
月
二
十
日
）。
（
５９
）
註
十
二
所
掲
史
料
。
（
６０
）
『
宮
中
乾
隆
朝
奏
摺
』
六
十
八
輯
三
七
八
頁
、「
四
川
総
督
李
世
傑
奏
為
審
擬
殺
死
四
命
兇
犯
符
興
複
即
行
正
法
請
旨
」（
乾
隆
五
十
三
年
五
月
三
十
日
）。
（
６１
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
五
十
三
年
六
月
二
十
七
日
（
十
四
冊
九
一
五
）。
（
６２
）
『
乾
隆
朝
上
諭
』
乾
隆
五
十
六
年
九
月
五
日
（
十
六
冊
一
〇
五
〇
）。
こ
こ
で
は
陝
甘
総
督
が
準
拠
し
た
律
例
の
条
文
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
案
件
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
刑
律
人
命
「
威
逼
人
致
死
」
律
の
条
例
と
考
え
ら
れ
る
。
（
６３
）
註
十
二
所
掲
史
料
。
（
６４
）
註
七
所
掲
史
料
。
（
６５
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
十
冊
一
三
四
五
（
嘉
慶
十
年
九
月
十
八
日
）。
（
６６
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
十
六
冊
五
七
四
（
嘉
慶
十
六
年
四
月
二
十
六
日
）。
（
６７
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
四
冊
九
九
二
（
嘉
慶
四
年
九
月
二
十
四
日
）。
（
６８
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
四
冊
六
六
九
（
嘉
慶
四
年
七
月
八
日
）。
（
６９
）
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
』
十
冊
八
二
九
（
嘉
慶
十
年
閏
六
月
五
日
）。
こ
こ
で
は
刑
部
が
準
拠
し
た
律
例
の
条
文
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
案
50
件
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
刑
律
人
命
「
闘
殴
及
故
殺
人
」
律
の
律
文
と
考
え
ら
れ
る
。
（
７０
）
例
え
ば
恭
請
王
命
に
つ
い
て
前
掲
拙
稿
参
照
。
ま
た
赤
城
氏
に
よ
る
と
秋
審
に
お
け
る
入
に
も
同
様
の
機
能
が
確
認
で
き
る
と
い
う
（
前
掲
赤
城
論
文
参
照
）。
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